新保守主義の経済社会政策 : レーガン、サッチャー、中曽根三政権の比較研究 by 川上 忠雄 et al.
新保守主義の経済社会政策 : レーガン、サッチャ
ー、中曽根三政権の比較研究
著者 川上 忠雄, 増田 壽男, 杉浦 克己, 山本 喜久治, 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一一』』｝。■■■■■。Ｕ Ⅱ Ｕ 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































■●●● ●０ ●０１ 
●●●｡●ＤＣ 
ＵＵＵＵＵＵＵＵＵ 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































DＩＩ |： －Ｖ 
ﾌﾟラスチック
繊維･衣１１Ｉ（























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２０７７６０１５ ●●●●●●●● ３０３６３４３５ ９０００００００ １１１１１１１ 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































） <7.905億人キロ＞〈8.045＞\221}鰯 ロ＞ <4.170 億トンキロ＞(1)旅客 (2)賃物(卜鼻｡）
4.000 
4(％ 
'、7００００ １７｝１７(％） 航空機.船舶 .､j､;iilifJJjLJ｡Ｉ 2(％） 6.000 ４１Ｗ３ 函 頭 3.000 5.000 ３１（自家用）三葦襄ｉ'8回一 一一応鯵 百卜４．０００ 蔵とill蕊iii三群鰯吻く１ 433 人キロ＞３３Lキ 2,000 <1.389億トンキロ＞3.000 ％別１７画一
<1.897偉人キロ＞
321同~蕊１





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































[iｌ 些匹川(1)営業利益率(％）(2)総資本街業利益率(％） １４．５ ４．４ 
１，９６１ 
２８５ 
３，２６１ 
５．４ 
１０．４ 
(3)従業員ｌ人当たり｣|)(益
（〃''1）
(4)従業員ｌル'1たり営業
利益（〃''1）
(5)従業員1人｣1たリイ｢形
｜A1走査'聡（ﾉﾉ''１）
(6)税ﾘl1iilPlWl利益率(％）
(7)資本金利益率(％）
注）○'１１悉号は''１n位を示す．△は火111または火111率を示す（llll1子「ＪＲ初ｲｌｉ度決算の分析｣，前
掲)．
ＩＭＴ）各ｲl:決算書より算１１１，，私鉄平lAjは'1銀IiiiluiII:．
線住民は強く反対している。
利権にからむ新幹線建設の灰、，地元負拙は114え，地域住民の'-1端的な
゛足〃としての鉄道が奪われようとしている。すでにＪＲ各社間に著しい業
績と生産性格差が生じている(表22参照)。ＪＲ北i征道・清水英剛常務取締役は
｢62年度（昭和）には当j0l利益を計Ｉしたが，経幣損祐は221意|Ⅱの赤字であ
り，更には，６２年度において，特別利祐として計_上することができた連絡線
運営補助金は62年度限り，特定地ﾉj交i､線運営補助金は63年度限りの措置で
あり，６４年度以降はこれら補助金はない」（『jilijliiiiiと経済』８９．１）といってい
る。経営を維持するにはさらに経営安定基金の枝み端しが必要であり，これ
は清算事業団債務を増大させる。その''1で，さらに不採算路算のスクラップ
化が－屑促進されるで､あろう。
｜玉|鉄「分割・民営化」は，決して地域住乢の交通ニーズへの対応や地域住
民の利便を図るなどというものではないことが，｜ﾘＩらかにきれているといえ
よう。
４土地・株式の売却問題
373兆F｣のl玉l鉄債務のうち25.6兆I']を背負い込んだ清算事業ｌＩ１は，３３５０
５１６ 
ｈａの」川の光」;'1で7.7兆|]１，ＪＲ株完ｊｉｌ１でＬ2兆''１，新Dl1f線保ｲ『機柵から２．９
兆ｌＵを収入として側IlLし，138兆|リを|了R|比にIilllさせる計Imiで87ｲ|《皮出発し
た。llIlJH1鉄の侍つ二I:地lrli賦は87ｲﾄﾞ度で６ノj5380ha，うち清算事業|Tlは8180
ｈａを受け｣|)<った（あとはＪＲ６社と新ｌｌｉｆ線保ｲi機柵のjiJi有)。ところで'玉|鉄
)'１地の輝Illliは，わずか6899他'１１（83ｲ|《皮）でしかない。時(illiによる土地評｜ｌｌｌｉ
をlIil鉄IIi処W1iil1l1委員会は示さなかった。「1]R|鉄の川也が公Jl1に評'111iされ，駅
舎，ビル，l1il1l1iという有形fli廃のiijlilllliにとどまらず，ＩＭＬ一級の|玉|鉄のシス
テム技i1l1i，juM尉網などのｊｌＩＭ診査)鼈が通jliに評I111iされた場合，「K|鉄を200兆''１
の萱)韮を１Ｗ丁する企業とみても決しておかしくはあ'）ません」（ﾉﾄ久保秀'1Ｍ
｢ｉｆ金とｲ|:会ljILllWu85､１１｣二）といわれており，１１《|鉄の｣:｣也資)龍だけでも70～８０
兆''１ともいわれている。
清】;１１::１$業ｌｌｌは，Ｉ川売jill収入の計lllIを，８７ｲ|{皮，８８ｲ|§度とも3000｛意''1と
し，一般競ｲﾄ入札による宛」illを丁疋したのであるが，ｌ１ｒからの急激な二１１地高
騰の''１で，’1《|鉄)'１地の一般競争入札による充」illがこれを力||熱させるというルヒ
判が起こ')，政lｲﾘ:はliMなど地I1Ilii(q1jl鵬｣也|×でのⅡ11玉|鉄)'１地の売却を87flilO)１
１４(紬した。その給来，）'１地売Jil1爽紙は87ｲ'１度1300億''１，８８ｲ|ﾕ度20001意'１１にと
どまった。このためii1i算Z１１乗lIIのかかえるＩｉＩｉ務は87ｲﾄﾞ度首の18.1兆''１から８９
ｲｌｉ度甘22.3兆''１に膨れ_上がってしまった。
iiliji1:]'１業卜11は，一般競争入札のﾉﾉがｌｉｌｉ災にi刑'１〔がつくところから，リカｉくこ
の方式による光」illをjﾐ帳している。しかしlB(府は，地Illli高|鵬地区をMi祝|ｘ域
として|什定して人ﾄＭＬ合わせを1丁なった')，ｌＷ１体に一定、積以１２の｣川ｊｌＸ
ﾘ|に対する地I111iのIlilllU(を可能にするなどの地I1lli対策を災施している|乳|係｣1，
一般競ｲﾄ人札ﾉﾉ式を今ihiiI<｣に解禁していない。そこで導入されたのが，信託
ﾉﾉ式による光」illと述物との－１舌売Jill肌｣(Qである。」２｣山ｲﾊﾞ託ﾉﾉ式は，inS朧処分
瀞議会（iiIii川業Ull1111zll長の諮１１１１機|Ｈ１・会｣迄ＷＩﾀﾄ|几|経'１１１巡冊'１会及）が提起した
もので，①1$業lIlがｲ締C銀行と」:地ｲﾊﾞ託契約を結び，信託銀行がビル等を趣
i没する，②こ』'1業ＩＩｌはｲ論〔受抽椛を小'二Ｉ化してi/6ﾉillし，元」:１１収入を偵務返済に
あてる，③ｲ論C受抽椛l1Mi人州ま，侍ち分に応じて{誌C銀行からオフィスlHrli
料などのNi｣?11を受け，信託)Ulllll（10～2()ｲ|i）終rlIli:に|､地，雄物の)ﾘTｲj樅を
譲り受ける，というものである。信託受柿椛の小|｣化といっても'ﾀﾞI|えば600
第８爺国鉄の「分割・民営化」５１７
１意円の高額物件の場合500～6001='’’'二'１ｲ意|Ⅲiiiｲ立，２０～30(意円の物件でも
１１]5000万１J]税度で，I1iMi入者は主に銀行など機関投資家になるとみられる。
すでに清算事業lIlはこの方式で渋谷駅北{Ⅲ約lOOOm2の処分を決め，都内２３
区内川地約1000～2000,2も|可様の方式で売却することにしておl)，全体で
約１兆|']程度の収入をWi{係したいとしている。この他来Ii(・大|坂の|Ⅱ|玉|鉄宿
舎跡地など500m2iiii後の'ＭＨ模物件については，低｢１１屑マンションを建設
し，事業lIlは土地･建物合わせた区分所有樅を売｣<|jする方式を検討している。
信託方式を取るにせよ，」二地下Ⅲ1．収益証券の売買を通して，新たな投機対
象が形成されるばか')か，公共的IJI地が金iii1II機|對など機関投資家等による排
他的利)１１に，したがって私的利ilM追求の手段とされることになるし，信託期
間後は所有権も転換することになる。公共111地としての|ロ|玉|鉄用地は，少な
くともl÷|治体，地域ILiﾐlXjの参力Ⅱによる公共的利)|]計皿1に即してその利１１]を検
討すべきであろう。
ところで，ニヒ地売ｊｉｌ１が意図皿')進まない状況の'１１でクローズアップされて
きたのが，株式の売}しⅡし，売Jillである。分;i;11されたＪＲ各社の株式は清算事
業団の所有となってお')，清算ZlT業回|は持株会社のIYli格をもっている。労働
者の働きと利用者の述賃（同の負担もJiL本は国民の税金）で築いた国鉄資産
が，すべて清算事業団の所有となった。しかもＮＴＴやたばこ産業の場合と
異なり，株式売却方法や政府の株式保有義務については何の規定もない。株
式売却が可能ならば，全部売却（完全IIlj営化）できることになっている。
政府は，８７年４月ｌ［ＩＪＲ移行のとき，1992ｲ｢度にＪＲ７社の株式を上場
させる方針を打ち出し，８９年１月には臨時Ml1識で「分割・民営化後の各会ﾈ|：
の株式については，国鉄改革の趣扁に沿ってできるだけ早い時期に適切な売
却が可能となるよう３|続き条件繁illi等を進める」ことを｢|]し合わせた。ＪＲ
各社の粉飾ともいうべき利捕計_上も，ひたすら株式売却にむけての「条件整
備」なのである。
株式の｣二場には，一定の｣二場基準がある。東京証券市場一部上場基準をみ
ると，①止揚株数6000株以｣二（額面5万}'１)，東京周辺に本社がない場合２万
株以上，②大株主上位10名の持株が発行株数の70％以下，③設立経過年数が
最近の事業年度からさかのぼって５年以上（ただし民徴企業の場今１年でよ
５１８ 
い)，④株Ei三資本額（純盗産額）ｌ()ｲ意''１以｣1，⑤ｌ株当たり純資旅10〃l｣1以
｣1，⑥｣２場前３ｲIiIlUのｌ株当たＩ)利捕がｌﾉJ50001'1以上，かつ上場llLI近のZlI
業fljL度におけるｌ株当たＩ)利猯２万１１]以１，⑦lliUPLi50001'１以｣二（以｣二額i｢|i５
万円の場合)，等である。これを｣側哩にしてみると，上場株式数，純資１１剛ｉ
ともＪＲ各社はクリアしているが，１１朱】』た')ﾙ''1安産では，北海逝，ノしり'ﾄ|，
llL1I玉|が』ikiWiを達成している。これは経世安定』iL金を資本準ljlli金に練')入れる
という操作によって可能になったものにすぎない。ＪＲ束l｣本・四Ⅱ本・来獅
はなお｣i(準をiilIIjたしていない（ＪＲ束'三１本のｌ株当たり純登産額は８万1000
1]１，－上場illl:前ｲli度まで1034億|]Iの|ﾉ(1部W(嫌のDII算が必要)。１株辿Jiたり１m
では，初ｲli度から〕lul本・束１１Ｉ・北Ｉｉｌｌ道各社で達成している（束'１本１万9200
1Ｉ，Ⅲ(ｉｉｌ２刀70981'１，衣22参ｌｌＭ)。I1liU当金についても，束Ⅱ本の場合87,88ｲ'１
度で600徳|]]，８９ｲｌｉ度約800億|リの経粥利柿を計IZする必要があるが，これを
十分達成している（表14,15,16参１１(1)。束'１本・束１１Ｉは，９０ｲ１１度１k場可能の状
況になっている。
しかし，ＪＲ７社の株式｣1場１１ki((iの達成は，清算:２１(業liI1への債務llllしつけ，
定員;i;||れと激しい労働強化，安全性の切')捨て等の、IjIi勢〃によるもので
あったし，その｣２に共済ｲＭＥ，雛Illi新幹線建設iMrの川11,さらに新幹線施
設，設IlIiの保守・更新に|腱Ｉわる川11等が力Ⅱわってお')，決して表1｢'i｣この好決
jli1:通りの経営内奔とはいえないのである。
それにしても退くとも92ｲ１２｣ルをめざしてＪＲ各社は，内部留保の拡大，
利益拡人に突っ走ることになろう。清算ﾕ'１業団は，いわば゛粉liili〃の上で，
ＪＲ株の高仙放'''１を意図している。束|｣本･東海の株式を額iili5刀''１として放
ｌｌｌｌしたとき１００ﾉﾉ''１で売Jillされたとすると，総緬４兆2400億|Ｉとな')，安本
金を}空除しても約４兆''１が株式繊波補としてころがり込むことになる（衣２３
参照)。それによって，ii1ijFi1:事業'１|・政府は，キャピタルゲインを手にし，ＬＬｌｊ
Ｉｌ１１人企業，金剛|会社は，｜|]|正|鉄武雄を丁･''１におさめることになる。」1地ｲ蹄Ｃ
証券，ＪＲ株の売却は，「カジノ絲済」化を一屑力Ⅱ熱させるとともに，このIilii
柵の「カジノ経済」のﾙｌｌｉ時のための財政・金岡i１１１政策をさらに必要とさせるこ
とになる。いずれにせよ，「分;!;||･hlj営化」は，人ifii本による公共二'２地，資産
の私的利)'１と私ｉｌり)ﾘiｲｊ－分取')を実現させ，その文1111[l力を強化させるところ
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に意川があったのである。
５総合交通体系は可能か－ＪＲ化とは何だったのか
国鉄再建監理委員会は，「望ましい交j､体系の形成は，各交通機関の競争
と利)U者の日[llな選択がⅨ|I央されることを原'1Uとすべきであり，政府の政策
措置もこのような原l1lができるだけ生かされるようにiliu虚して行なわれるこ
とが，真の意味での総合交皿体系の形成に資するものと考える」としてい
る。’二''1]競争による効率`ILliの実現，利)1Ｍｻﾞの$選択の日山〃－それがいわ
ばおのずから「望ましい交皿体系」を形成するという，｜ﾘＩらかに新自[|]主義
の理念に立っている。果たしてこのような市場１京1111,競寸１１京Ｉ１Ｉｌの上で，総合
交通体系の形成は可能なのか。
価|別企業－化|別資本'１１１のpll]競争が，需要に対する供給の'二l律的調整を可
能にし，社会的な秩序，均衡関係を形成するという考えは，決して新しいも
のではなく，古典的plll主義思想としてのアダム・スミスにさかのぼること
ができる。しかし，この1111念がIhl実化しえたのは，たかだかl91lL紀20flえ代か
ら70年代にかけての|÷IIl]主義段階においてであった。そこでは，ほぼ|=111｣競
争を現実化しうる条件が形成されていたのである。ｌＪＩ１定資本規棋が比較的小
さく，部'''１|ﾄﾘ移mjL新資本による参入条件があった。しかし，スミスにおい
てさえ，交通･教育などは公共ｲJ業として維持されるとしている。もっとも，
それを同家の事業として行なうのは，たとえば教育に関しては法の遵守，匠｜
防意識のＩｉｉＩｉｉ立など政治的要請によるものとし，道路・運河等については，そ
の建設洲lIi侍が私人の利柿にならず，社会の利祐になるからだ，とし，むしろ
社会的負担（通行税等の受猯折nlu）で1Miわれることが望ましい，としてい
た。ところで，株式会社の発達とともに，｜Ｈ１定設術のl了人な事業も，株式発
行一資本の集中動員を通して行なわれるようになるが，それとともに，株式
発行一資本集中を行ないうる企業に，これらの事業は集中化することにな
る。株式会社は，資本間の不均衡をもたらす要因となったのであ')，同時に
参人制限一競争条件の不均衡をもたらすものとなった。
ＩｌＩ１題を交通諸機関の競争に限定すると，競争をi、して「望ましい交通体
系」が形成されるとするさい，少なくとも餓低条件として，各交通機関の
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表２３ＪＲ本州３社の株{ｉＩｌｉｌＨ標（私鉄５ｲ|:との｣上較）
（lID 
l株ｲ'Miｔ
（億１１１）
安本金額
西武鉄jij［
束八鉄近
東）Ｉ（急行↑&鉄
近畿Ⅱ本鉄ｊｉｉ
ＶｌｉｌＩ本鉄ｊｉｉ
ＪＲ４〔’１本
ＪＲ束ｉｌｌｊ
ＪＲｌｌｌｉｌＩ本
1２．０ 
１１．６ 
１１．８ 
９．９ 
１３．７ 
１９．２ 
２７．０ 
４０ 
８
０
７
９
８
８
４
０
 
●
●
●
●
●
●
■
●
 
５
６
５
５
５
６
７
１
 
８９．７ 
１３９．６ 
１４０．１ 
８７．７ 
７６．７ 
８１．０ 
８１．３ 
７８．５ 
６．４ 
４．２ 
４．１ 
６．８ 
７．６ 
８．５ 
９．１ 
１．３ 
4,700 
1,470 
1,790 
1,370 
７１８ 
？ 
？ 
？ 
２１７ 
４７９ 
６４８ 
７７２ 
170 
2,000 
1,120 
1,000 
資料）ｊｌ〔洋経洲ｿ｢#１１社「会Ｉ|:|'し|季#'１｣，ＪＲ各社１１業報ｌ１Ｔ評．
，,１，所），I,|]孝，IiiiMj論文．
イコール・フツテイング
競争条fl:、基燃の工１２等化がなければならない。この点で，戦後および現ｲ[の
,三,本の交ｉＭ:業に，競争条件・A1鰍の平等化があるかどうかが'''１われる。す
でにiﾘ,ちかにしたように，この条件は決定的に火Ⅲ'している。’'１国鉄はもっ
とも不利な条ｲﾉ,:で競争にさらされてきたのであった。競争条件．ノi蝿の不均
等の｣二でr,[,,競ｲﾄが隈,Ⅲ,されれば，Ｉﾘ'ちかに条件の有利な道路＝'と'勅''１，海
運，航空が，圧倒的に文''lidすることになろう。ｒｌ１ｌＩ競争を通して「望ましい
交通体系」の形成を，といっても，すでに仁I'''競ｲﾄの条件がないのである。
このことは，鉄道事業だけについてもいえる。衣23で示しているように，
ＪＲ各社，とくに本州の旅客各社は，大手私鉄を圧倒する安本ﾉjをもってい
る。私鉄の場合でも，，',小の私鉄は，大手私鉄に溢水ﾉﾉで圧倒され，買収，
あるいは切り捨て，廃｣,:を余儀なくされてきた。ここに巨大な資本力をもつ
ＪＲ各社が、,÷,,,,〃を競ｲ,に参入することになる。１Ｍ;実に弱肉強食の競争戦
が腿,),'され，競イトを放概すれば，私鉄は'i:倒され，’ﾘＭＸされることになりか
ねない。資本ﾉﾉの決定(Iり格差が存ｲ,そする｣主での競イトは，ＩｉＩｉ渓に大安本による
,,,小資本の集,,，、支配をもたらす。この意味で「望ましい交通体系」とは，
実は巨大な資本による交皿産業の''i''圧を意味するものなのである。
しかしより並要な,,,,趣は，円(ましい交jm体系」というとき，いかなる観
点に立ち，だれの立場で「望ましい」か，ということである。’Ｔ;'鉄再建慌Ｉ１Ｉ１
委員会も，「分;,｛,,、民営化」に賛成する立場の者も，「望ましい」とする観点
は，収支採算をあげること，すなわち利ﾙﾘを１隻得することであり，したがっ
節ＭＩＨ’五1鉄の「分ｉＩＩｌｌ・氏徴化」５２１
℃!」1然にllljl》'1資本の立場に'ﾉﾉ:っている。つまり脚ましい」ことの内容は，
コストを１，.げ，競争ﾉﾉを強め，収益ﾉﾉを拡大することである。利用料に対す
る利便，サービスは，そのことl÷1体が|=|('<｣なのではなく，それは収益拡大の
手段であるにすぎない。佃|》'１資本にとっての収絲ﾉﾉの拡大は，必ず反iiiiで
は，労Iﾘﾘ'''1川延瞳，労仙強化，要川ｌｌｌ１ｉ成等による人件ｌＨｉＩＩｌＩ減，安全・桶ﾈ'|:に
必要な伽'１．設lilliの可能な|Ｍ)のWliⅡiliを伴う。ＪＲ各社はその点では，実に兄
事に安本の論1111に徹している。｜玉|ﾂjrその他労働$Ｍ･としての'二I症的立場に立
つ労働粉の存在を認めようとしないのは，それが安本，lllilHI安本の論1111に反
する行仙をとっているからである。この点で「望ましい」観点とは，ini本の
意jilj《の]VjiIlilⅡ19貫徹，ということになろう。
｜iil時に，このIllil別溢水の｣|)(猯ﾉﾉ拡大の観点に立てば，イ|:会(lOにいかに必要
不Til欠な鉄道も，採jIil:があげられなければ切り捨てるということになるし，
交jln機ljMがひき起こすﾀﾄAll費１１１は可能な|Ⅱ(')負担せず，その事業のもたらす
公共的ﾈｌＭｆ－集jli1iのメリット，ｉｎ線|》１発，」川利)'1度のけＩ，地ｲllliuIのメ
リット等は，可能な限')内部化，つま')私ilO利iIM1として'ﾘlIulＩする，というこ
とになろう。本来，ネ|:全的な上|同I利川と共lTil利益をもたらす鉄逝事業の公共
的性格は，これによって廃棄されてしまう。ＪＲ化は，公共交通の、ﾀﾋﾟ〃を
意味する。
１１本の行政改lI11fは，ＩＲＩ際(|<｣を貿易ｲ《均衡一貿易摩擦解il1iの立場で考えれ
ば，シュミットＩ１Ｌｉドイツ|iii首｜Ⅱの州商するように「[１本政府の政策ミス」
(｢''水経済新Ｉｉｉ１」85.9.28）であった。行政改革は，いよいよl]本経済の効率
'ﾄﾞli・競争ﾉﾉを高め，貿蜥f《均衡の拡人をもたらすものであった。’五I鉄「分
割・瓜営化」もこの「政策ミス」をjiilll1Mさせるものであった，といってもよ
い。そして本章が分析，解lﾘIしてきたように，「分り}'１．Ｍ坤化」は(lIiWl1資本の
論f1I1の徹底が突１１１,し，怨念ともいうべき|iIil労組織つぶし，およそ近代(lりとは
いえない，独自な利抽集'11としてのｉＭ･のｲ抑[否定，安本の論I1l1に抵抗する
労働料のl艸除による迎lli式・設Iilli保守弊の安介性切拾て一人樅・民乖主義１２１
体の否定の上で，強行されたのである。しかも，それによってＪＲの経営'２１
主椛が確立されたともいえない。盤Ｉ)lIi新幹線やリニアモーターカーをめぐる
政椛政党の党利党lI1IfによるＴ･渉・介入はUil災に続き，ii1ijiil:zljI業|正|の債務jl#人
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に示されるように，国が食担すべき負担を免れることから米る借金依存の体
質は何ら解決されず，かえって噸大するという状況にある。同家財政の負担
を軽減させることが「マクロ公共'ＩｌＪ（遠'|｜［1987］ｐ363）というならば，
このことは社会的共|可利益を保障すべき，公共交通を廃棄することを意味す
る。同家財政の負担軽減自体が「公｣Ｗｌﾐ」をもつわけではない。何のための
財･政負担なのか，その負担l怪減によってどの領域に財政支出をふりむけよう
とするのかが'１Mわれなければならないのである。
「望ましい交通体系」の形成にとっては，少なくとも国民経済的･社会的観
点に立って検討されなければならない。それは，真に利用者の利便，サービ
スの観点に立つならば，同鉄再建鵬1111委ii会のような個別資本の収続性，利
潤を第一義とする観点を#云換し，社会(1り観点から，人権としての移動権の均
等条件の保障という人'１１１の生活＝人椛と民主主義の立場で検討しなければな
らない。人|Ｍ'三活に必要不可欠な交迦手段を，どの地域にfLむ者にとって
も，どのような条件にある人にとっても（たとえば障害者，子供，老人等)，
それがいかにjlX猯性の而で欠如していても，蛙水仙に等しく享受しうる条件
が塾IiIliされなければならない。安全輸送こそlIiiiii送の使命であり，最大のサー
ビスである。このためには必要な要員１Ｍ;(采，安全DIiiiii送を可能にする労働条件
の改善が不可欠である。外部費川を妓少にするためには，公害の少ない，エ
ネルギー効率の高いlliiiii送機閏を亟点に，公的コントロールが行なわれなけれ
ばならない。集積メリットの１１m，）11地iiⅢについても，一般利１１]者，Ｆ１治
体による公共的利用によりメリットを社会的に還元すべきである。要する
に，商品経済的Illli他視点から，人ＩＩＭｉ活の社会的条件の終Illiと社会的に右１１１
な人１Ｍ]らしい労働の実現という人|AI的生活と労働の観点へのlli武換が必要であ
る。この観点の-ｔで，社会的な交i､諸機|列の調整，それぞれの地域のニーズ
に応じた交通諸機関のilliU世と適正な費川分担が公的立場一社会的共同事業の
維持・整侃iの立場から，行なわれなければならないのである（なお，鎌倉
[1986］ｐ177以下参照)。
[注］
(1)imilXkの鉄道は，基本的にＩＦ|有企業によって絲営されている。
事業は赤字経営だから，しかし社会的には必要不可欠だから，
むしろ鉄道
国有率業と
第８章｜正|鉄の「分り;'1．民営化」５２３
して行なわれているのであり，｜正|有鉄道が赤字だからｈｌｉ徴化するとか，い
わんや今|正|ネットの鉄道をわざわざ分り；|Iするとかいう発想はまったくな
い。ｌ玉|家のMi債が，１１１(1)(jd正|鉄では十分なされている点は，本文で示した。
さらに，たとえば，１１Vドイツでは，道路輸送に対しては鉄道の賃率を適用
(賃率|両Ｉ－化，1961ｲ|《に最高妓低運賃Ilillに移行）する一力，トラック輸送
川徴業免許の交付を厳しくIli'１|U《し，鉄道'''心主義の立場から，トラック輸
送を公ｌ１りにAMIlilIしている。liil時に，鉄道の来たす社会(Iり意義＝公共性を1ﾘ｜
らかにした上で，「区分会計」方式を導入し，｜正|家１Ｍiii域（インフラスト
ラクチャーとしての線路，施設の提供，符I1ll)，公共絲済的緬域（採算
ベースでは迎憐できない近1111雛旅客輸送の'五|家(1ﾘﾈ11iii)，企業的firi域（収
益的述営可能な｣jilliMIIi旅客輸送，貨物輸送）に区分し，それぞれの領域ご
とに収支のhML計算を行なっている。
フランスでも，戦後の維済復興方式として，経済計画にもとづき国有企
業を政策lIOに肋園する経済櫛I1ll方式（ディリジスム）が採１１１された。匡1鉄
もこの力式の採１１１で，ノ,腱水仙枠組みが｣jえられている。｜正1鉄の政策(1O動員
に関わる特殊なrlll1は，｝11然国家の補償とされている。もっとも1967年の
｢ノラ報告」（公企業改ｊＩＩ１ｆに|兇Ｉする報告）は，政lil:とlElｲi企業の関係（役割
分111）を「契約」の形で終皿し，「契約」条項を越えた政筑介入を国有企
業からl艸除して経世il<ｊ[にｉｉ性をﾘ｡ｉめるという細しいディリジスムを提起
し，いわゆるlL1lll化を進めている。７８ｲlAの「ギヨマjlili告」（陸｣二輸送のた
めの指針）は，llilii送り;'１当Ilill廃｣'二，運賃決定のｌＬｌｌｌｌ化，収支均衡の強調等を
提起し，ｌ４ＩｌＩ１化を進めている。しかし'とＩＩｌ１化といっても，その範'１１は，にI
lll化可能なものに|Ⅱ(られ，「契約」においても，公共ＩＶｌｉの問い給付は，あ
らかじめ国家補Ifi〔が約束されている。1982年121]の国内交il]､｣,喋本法では，
移動の権利としての「交皿椎」がIﾘl文化されるとともに，juii路輸送の現Ilill
は強化されている。
戦後イギリス'五|鉄は，イギリス迎輸委員会（1947年設立）のもとに，国
内の全公共交皿機|兇１（航空を除く）が一元(Iりに管川・述尚され，全国交通
体系の総合化をめざす政策が強力におし進められていった。しかし，６２年
の運lliilii法で述lliili委員会が解体されて以降，UJIlill緩和が進んでいる。しかし
'玉|家の補償はもちろん[１本|玉|鉄とは比べものにならない。６２年のIlill度改定
をうけた「ビーチング・プラン」によって，イギリス|玉|鉄は縮小・合理化
の方lfilをたどる。62-71年まで営業キロ67％，職止l数42％に締i小された。
サッチャー政椛は，横極的に国有企業のMLJ・氏鴬化を進めているが，国
鉄については，比営化ではなく，路線の廃｣上・縮小路線を走っている。こ
れに対してイギリスではり血い批判が起こっている。
アメリカ鉄遊の'''心は貨物輸送である。鉄道旅容シェアは70年代初頭に
１％を！;'１つた。ｌ〕Ⅲ旅客会社の倒産，路線廃｣'二の''１で，７１ＩＦにアムトラッ
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ク（Alntrak鉄jij[旅客輸送公社，民|AI路線9.5面キロのうち３７百キロを受
け継ぐ）がiMlMi助命で設立された。乢営による旅容鉄道破綻の未の公社
化である。１１ｔ物輸送でも，破産鉄iii6社をリ|きついで74年にコーンレール
(Conrail）が設立されたが（政府持株85％，他は従業員持株)，合1111化努
ﾉﾉで86年に)1mい｝:化し，８６年コーンレールl〕し営化法が成立して，持株の公Ｉ)'１
が行なわれることになった。しかしこれも，赤字だから氏憧化ではなく，
黒字iliJ<換によるＬＬＬ街化である（以_上，平）|:＃'１｣:大綱稗［1986］ｐｐ､60-74,
遠１１１嘉博［1987］ｐｐ､282-294,Steel,、＆Heald,、eds．［1984]，Kay，
』.,Mayer,Ｃ＆Thoml)solDDeds［1986］I)p､44-55辮参１１(()。
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｢新自||]主義経済政策批判」の回顧と展望補 宰早
’1界経済はいま大いなるili云換のiⅡ111にある。その川1)趨にはなお丁|折を許さ
ぬものが残るとはいえ，｜Iliの流れがこの11本でことさらに速いのはやむをえ
まい……。村｣芝泰亮「新ｌｆＩｌＩＩ主我維済政策１１t利一複合幻想の経済政策」が
（１） 
発表されたのは1982年木，ＴＩＩ読しての節ｌの'１１象はこのことであった。一ｉｉｌｉ
でそれはいまなお新鮮なiiilM(をいくつも含む。だが，時論としてのI1lllmから
くる不利を！;'１リ|いても，これがわずか５ｲliあま'）まえの識諭とは`'６１､えないほ
ど，この''１１の椎移は複雑かつ急速だったというべきなのであろう。
この論文は当１W:かな')の反響を''１'んだ。l1Ll:接のｉＭﾄ文として杏1亨勝「新'1
111主義のＭＬＩ１り役;!;||｣，それにたいする村Ｉ泰亮の反論「'11:界継済の１１，１がlli武
換しつつあるのか｣，関迦iiili又として|可「lli武換する廠業又'ﾘlと21111:紀への腔
引』」のほか，時評，特定の論点の検討，ｌＩｌｌ談の当酬折などとして公文俊工ｌｚ．
（２） 
秀11V泰・オＬＷ茂逝・11Li)||俊作などの名前を挙げることができる。が，ｉ皮紋は
おおむね論壇的な現象の枠|ﾉﾘにとどまって，ｌｲli後の1983ｲｌｉ木頃にはほぼil1i
減したとみてよいであろう。
だが，この作,１，１１，をそのまま放粧するのはいささか｢|惜しい。少なくとも，
'１i;今の社会科学文献には珍しい文体の魅ﾉﾉがある。沈着かつ冷赫なようでい
て，しばしば大きく飛脚Mし強く訴える文章の妙だけでも，賞翫する１１''i値はあ
ろう。もっとも，サムエルソンがガルブレイスを評していったように，文章
の_上手すぎる経済学者は，刺１１ではないまでも非行ともいうべき＿極の罪を
犯したことになるという考え方も，ありえないわけではない。前提を'ﾘ1ｲilIiiに
し推論をＩｉｌｉｉ実にすることによって|M1が定まるＩＨＩ趣だけを扱うのであれば，文
章の巧１１１１などはほとんど意味をもたないともいえよう。が，緊迫した状Jilの
もとでどのような政策を採川すべきかについて，迷いながらも飛IM1し決|折し
実行しなければならない場合もある。特定の政策が予見された'１ｌＩｉ－の結果を
５３０ 
つねに伴うというわけでもない。他はいざｌＩｉⅡらず絲済政策だけはこのような
111態を免れているのだという;i縦は，｜|､Ｉｉ:には危険でさえあろう。とすれば，
文iｲ区のlⅡlliI6かならずしＭＭ〈をlllll辺ではあるまい。ＩｉｉＩｉｉ定解の11卜られそうな
'１１１題だけにみずからを1,1)|Ⅱ(したいという禁欲は，すでに体質化してひと一倍
ﾘj1い。が，他力ではその梛の禁欲をあえて放粟したところでしか，ｌＢ(策のﾘさ
行や立案はおろか詞illlliさえＴｌ能にならないというｲﾊﾞ念もある。文体にﾘTlわれ
てくる|ﾉﾘ容|叶成の特徴として，今体像にかんする文1ﾘl論'１<)なＩﾘ,L1I1I;からの人Ｉ１ｕ
な椎|折と，iili部分にかんする{in;笑な命|辺を求めようとしてのﾎﾟ'''心の限定と
が，独特のﾇ川をかたちづくっているというﾉ,'､(を挙げうるのだが，そのｲﾔ後
にあるのはこのようなJll`|iiiなのではあるまいか。沈若と飛I/M，冷静と衝辿，
；'''心と人1111の対||((がかもしだす紫ﾘI《は，ときには`|U､苦しいこともあるが，そ
れがおそらくはiIl:き丁･にとってだけでなく，読みＴ･にとってさえもしばしば
怠外の股|＃lを導き，新たなｌｌｌｌ趣の１１，L旭と検討とをｲﾉI'」すのである。
以下，この作,'Ⅱ１，をとりあげるのは，たんにここ５ｲ|iあまりのあいだに11<ＩＮｌＩ１
がどうＩｌＩｉ移したかをilllll)たいがためではない。もちろん文体の魅ﾉﾉや内容柵
成の対||(1のためだけでもない。新'’'''１ｊｉ義経済ＡＭ(をどう評I111iすべきかとい
う'''１越をめぐって，そこに》爪されたi1ll1の解秤を''''11H1しつつﾙﾋ判的に検討す
ることによって，折たな展削を切')}ｲi〈ことができるかもしれないというj1JI
侍のためである。このや')かたがIHI趣にたいするｌｌＭｆ('<ﾉな接近にすぎないこ
とはいうまでもないが，レーガン'B(椛発疋後２ｲlillにill:かれた論文を肢後の
８ｲ|主'二|に検討することからくる後lIill忠の効)'１は，意外に大きいかもしれな
い。もっとも本章の||(l<｣は「折lLIlmii義絲済lIj(策'1t判」の|ﾉﾘ容を初｝'１，にそく
して(iⅡ:定したうえで，’１１１題ﾉﾊ(と考えられるもののｲ１，:ニトを|汁liXiしつつ，そのう
ちのひとつ変動l1l場Ilillをめぐる村Ｉ説に１１上判il<｣な検討をlllえたいというにす
ぎない。新｢'''１とｉｉ義121体の解'ﾘ|ではないし，村Ｉ税の企1ｉｌｉｌｌりな検討でさえな
い。が，８０ｲｌｉ代初jjlflの「村Ｉ・吉IiiiiiiMI」をＭ１｣!i;に収めつつ新IElllI主義経
済）Ｍ’1への評I111iを確定するためのj((ｉＩＷｉ作業としての意lLkくらいは持たせたい
ものと),U､う゜
村上論文の要点論文は「はじめに」と|辺された序文と，悉吋･の付され
illijWii「新'''１１[ii表経済政策lIt11ll」のｌｌＭとIjl蝋５３１
た６節の本論から成る（以1,.，この論文からのりl1llは畑を避けてＩ)i1l1llとして
ページ数を指》｣Ｌないが，必冒要に応じて初ｌｌｌ１誌ページで1ﾘTｲＩｉを刀くす。また初
出誌とＷ録書とで衣nJが異なるばあい，とくに|折わらないかぎ|)初''１，誌によ
る)。各節をごく大まかに特徴づけるとすれば，「はじめに」が執２１Y動機をか
らませた'''1迦の提起，水流は「１．３つのアンチテーゼ」がＺｉｉ腿の提示，
「２．新|芒llllZii義幻想」と「３．変動為杵レート幻想」がｌＬｌ税の枝極的なljI&
Ｉ)Iil，「４．複ｲＭﾉ魁のりi}紡一アメリカの｣ル制と「５．彼ｲＭ)魁の帰ﾙi1i
-l]本の場合」がりil状の診'折，「６．選択」が政策の捉肯，ということに
なろう。著者特ｲjの)LA砦がよく衣われている樹所や，）,ﾉ:ち入った検討を要す
ると考えられるi魁i1i1iにW(意しつつ，それぞれの|ﾉﾘ容をもう少し詳しくみてお
こう。
まず「はじめに」が提起するのは，第２１１A(人戦後光成したＩＭＬ維済秩序
(｢20111:紀システム｣）が１１１:紅Ⅱ1位の大きな榊造変１１iﾉﾉにＭＩｌｉわれ，jil壊の危機
にilh:ihiしているというiiMi紬である。システム/１２機の感覚は秩序の指導者で
あったアメリカで広く没透し，二流の受怖者にすぎなかった'１本で稀薄であ
るが，’111越のj((ﾐﾊ((は，fll飛|が危機の淵源をどうl1Lllli1し，’'１:ViLiIりな視野からの
政策体系にかんする今愈をどううちたてるかにあるのだという。この危機感
の次元でレーガン政椛の蔽場を説1ﾘ|しようとしていること（｢｛ii1か思いきっ
た大きな手をｲTたなければ，アメリカは駄｢|になるという素朴な庶hlj感覚，
つまり愛睡|心といってもよいものが，レーガンを当選させ又時している｣)，
および例外１１<jな楽liMともみえる’'水にたいしてはりｊｌい蝶(ｌｉを発していること
（｢D1在の|]本の１１{かさは，かなりの('１分がタイミングの悠戯の産物であＩ)，
火の'''１の幻影に終る１１能性が高い｣)－のちlli行本収録のさい「序1982ｲｌｉ
夏」と改}辿されたこのプロローグでは，以１２つのiiilM(に川」しておきた
い。
つづけて本iiliZi；１節は戦後の''1:界経済秩序の特徴を〆人きく，①ケインズ
三丁i義｢１９需要符I1I1と細ｲ||:lKl家ll111Ii分llliU，②lilil定為杵レートIIill皮下のＩＭＦと
ＧＡＴＴの圧|際(l<」枠jllll，③それを支えたパックス・アメリカーナとllllえたうえ
で，いまやそれぞれのb(対物が，つまり新lL1111Dj三義・変11ﾘ)為特レートIlill度・
ナシヨナリズムに11正lIlwL､主義が文l1liUil<ﾉな政策ﾊﾘﾙ|ﾘ|として議場してきたのだという。そしてこ
５３２ 
の「３つのアンチテーゼ」へのlllilli入を撞き起したのは，Ⅲ紀を111位とするよ
うな技術１１１１f新の人波と，その具UILとしてのlIiil久il1i川ｲ等濡契の燃発がすでに
飽和したという:４＄態なのだとｈｌｉる。－ｊｉｉ題のこのような提示のしかたとｌＩｌｉ
ｌ)かたからすれば，システム危機のi1111iliiはケインズsii義やiVi杣政策そのもの
にあるのではなく，この飽和の]'1態にもかかわらずそれらを試みつづけたこ
とにこそあるというｌｕｌ１ｌ１が本節で》]くされ，全篇を111くことになったとしても
さしてｲ《ﾉilA談ではない。１(笑，アンチテーゼ||#の幻ｊＷｌｉを強調しつつ，それ
らが新しい秩序を(１１１１父するための処ﾉﾉ菱としては火lWiをもっているとii狼す
ることが，次の課ＭＩＩをなすのである。
第２節はアンチテーゼの１つとしての断l11mi義の内容を，①労働Tlj｣』liに
ついてのiiliiIl[をlijulフィリップスllll線分析，②IIf幣ilj場についての新貨幣数
ｉｉｉ説，③'1ｲTIj｣笏についてのスミス１１<〕を兄えざるＷ)ヴィジョンという形に蝋
I1l1したうえで，そのll1ilｲiの特徴は①や②にあるのではなく③に集約されると
いう＝iミソliを，さまざまなｊｌ１度から川ⅡＩしている。次姉とならんで，対吉１７１論
争においてもlﾘｌ１ｉＩｌｉに対ＺＤＩﾉ:しあった争点のいくつかをふくむ節でもある。まず
①について－フリードマンたちがI1lli格1111論｢lりな根拠のｲ《lﾘｌＷｌｉなｲ｢|くがりの
フィリップス||||線分析を１１t判することによって一般(l<｣を分析)ⅢLの拡充にＡ１：
｣ﾉしたとみて，これを評Ｉ'||iしつつも，そのことlII体は新rllll主義の採１１１を必
然化するわけではないのだという。このP'1初のiiili又の段lWiでは，１１t判以後の
jUl侍を１１)<')入れ一般化されたフィリップス'''１線でさえ「名||賃金Iﾕﾅﾄ率決定
のありノノを示す'1M数」であるとされたﾉＭは兄蒋とせない。
つぎに②の斬lIf1lW数ｶk脱について－その短lUl的分析のIIIlliUiに'1,(れば，た
とえばマネタリストがIS-LMllll線分析の枠糺[をiijMめるとか，ケインジアン
が投査にたいする利丁･の効果やil'ill1iにたいするinS腿残高の効采に'11心を払う
ようになったとかの点にノバされているように，l1Ili料のあいだにはある椰のliil
意が成立しつつあるとみる。が，災)uⅡ1<j分析のIl1l11｢Iiでは，lIil幣の濡給状況の
変化一実質利丁･率一貯蓄・投交の均伽ﾉＭ`一成踵率その他の実物経済
の変化という維路を新l4Illl主義が認めようとせず，貨幣供給とｆⅢ|)ﾘ『得のI11
UMや貨幣供給と物IllliﾉＭ(iのｲⅡ|典|が経験(l<)にｲｲﾉﾉであるとすることをもって，
経済の1Ｗ的Illlll｢liと実物llOIl1llUliとが分lillliされうるというziiﾘljiの災iilli的証拠に
Ｍ('〔「新lLIll[ｉｉ義経済政策批判」のｌｌｌｌＭＨと展望５３３
代えようとするALI(に，大きな'''１越があるのだという。裏返していえば，貨幣
供給は災j01的にも実質所得に影響しうるというようなかたちで，＿上記向ｲ!llliiIi
の分離不而｢能性をﾘj柵するのが村12税によって解された非新目Ⅱ[i１銭の立場
であるということになろう。
さらに③のスミス的ヴィジョンについて－TIjjj坊機榊が実物経済の均衡を
達成しうる自己説l整力を十分にもつとするこの主ﾘI《にたいしては，利丁･率に
よる投資と貯蓄の均衡化jMi1がｲ｢効にIIill〈とみるか否かが，その当否を判定
するにさいしての((《点にならざるをえまいという。そのうえで，nMi変数と
しての利了･率とjﾘ|侍変数としての将未収袖の関係の！(Ⅱ何によっては－たと
えばケインズがilI〔irliした1930年代のように将来の兄迦しがIllwfいために－し
ばしば右の均衡化過程が作仙しないことがあるのだと対満する。このかたち
で新[1[['三ｉｉ義ヴィジョンの根拠のii1剛性をｆｉｉ帳しつつ，その「経験(I<ｊ証拠も
(フリードマンによる人不》,Uの説1ﾘ|も含めて）説得｢|りではない」というとき
の'二|吻からすれば，世界人恐慌以後のTIj場機I1MiはｌＬＩ身による調整を待ちうる
だけのIIil`ＩｌＩｉのない政治経済榊造の一環にﾎ11み込まれてしまったという認識が
－よりﾘｊｉく端(1<jに言いきってよいとすれば－ilj場機榊は|÷|己訓|幣力を喪
失してしまったのだという認識が村上説の根底にある，と考えてよかろう。
かくてJmLIな良１０lフィリップス||||線分析･新貨幣数斌説･スミス(l<｣ヴィジョ
ンの３つの榊成要素は，｜T1Mi1度に幻想だとされているわけではない。「③
のスミス(l<ノヴイジョンは，①と②の主張を必然的に導くと考えてよいが，
……①と②の了１ﾐﾘljiにとって③のスミス的ヴィジョンが不可欠だとはいえな
い」としたうえで，③についての11'1諭的根拠も実iiiliilり根拠もi鯛9であると主
張すること－これが新lIIlllFiﾐ義は幻想にすぎないとする節２節の微妙な組
立ての主内容だったわけて､ある。
ところが，戦後の世界絲済秩序にたいするいま１つのアンチテーゼとして
の変動１１１場IIi'１を検討した鋪３節のばあいには，事態はかな')異なる。）９１侍さ
れた効来が－１分に発揮されなかったとする観点からの変11ﾘⅡlillへの評I111iと密接
にからむかたちで，その「幻想」`Ｈｉが三1ﾐﾘｌｉされていると解してよいからであ
る。主要な検討の対象は，為替レートの変仙が|玉|際収支の不均衡をつねに洲
銘する効采をもつか否か，これに|兇l連してレートの変動がlLl同経済を外lIilの
５３４ 
勅lfT1から隔離し維済政策に'二lfltI1liを付｣ｊ､するという効JILをもつかTIi:か，さら
には変川１１場Ilillの機能イ(今とIIIhi雌iﾐ義の幾場とは′|Ⅲ/:にどう|兇|述している
か，などの謝点であった。節ｌに|正|際｣|X又の訓|終については，それと経粥｣|Ｘ
文の説l蛎とのiMTilを〕此めつつ，変１１ﾘﾉﾄ１１｣洲'|には絲附｣'１文の訓幣能ﾉﾉが欠けて
いるという。ガリ２のljiVilMlIi効采および政策のlqlｲｌｔｌｌｉ１ｉｌｉＩｌＩＩ:の効采についても，評
Illliは否定(l<)である。鋪３の変11ﾘ1,'11場IIillと保溌三ｉｉ義との,Ⅲﾉﾉ:関迎については，
為将レートの変１１ﾘﾉは維術jl)(文のｲ《均衡をillil盤しえないがゆえに，近ｲ'１のアメ
リカその他における保越fI易jili1liﾉﾉの潮流を泄き起したとするだけでなく，保
i護主義が逆に変１１ﾘljlllj洲illの経常｣'１文調幣能ﾉﾉをいっそう低－ﾄﾞさせてしまった
と主張する。これら３ﾉﾊ(については後に'0ﾉ:ち入った検討を力Ⅱえよう。
第４節「複合幻想のﾘilI結一アメリカの｣;吻合」は，新rl1llｺﾞﾐ義・変動為俳
レート・'2''五''''心;ii義という「３つのアンチテーゼ」をもっとも徹底的に実
行しようとしたのがレーガン政椛であるとみたうえで，それぞれの孕む''''１越
点の｣lWll1Mこそがアメリカに端を発するＪＷｌｉの１１１:ｿ,しｲ《UiLを深刻化し，ひいては
第２次人iili後完成したⅢ界経済秩序を危機にlWiれる一|火|をiWii収することに
なったのだと主ﾘ！（している。ＡＭの１つは，執2iYlIJiﾉﾎﾟの82ｲﾄﾞ後半で観察され
た高金利の''1米をどのような筋立てで説'ﾘ'し，その影粋をいかなるﾀﾄ延でｌｕ
ｌｌ１(するかという点にあったと読むことができる。
すなわちいう－アメリカ統済は貯祷過小・政ｌＩＭｉ字・経11ＭＷ:、インフ
レ化ＩｌＩｉｌＩ１ｌの諸ﾉ1'1(で，まず「過熱しやすい絲済」だと特徴づけられなければな
らない。レーガンの標枡する「ﾘiiiいアメリカ」の'11|後にとってさえ，賢'ﾘlな
'B(策シナリオの創り１段は，政府文ｌｌＩのlIl1IIillと1111:特奨励（il1iilWl111ill）型の税IliIl
改革という刑[合せを脈川することによって，この(′Ｍ【を改めることにあった
はずである。にもかかわらず，小さな政府のイデオロギーがからんで増税が
ｲ〈可能となっただけでなく，逆に対ソ・バランスのﾘｶ】化をねらった１１(平文''１１
による１８(１１<Ｍｉ字の｣1#人と，lUlらかに時jUllWjjiLの投inilil｣激策とが採)|'されざる
をえなかった。その根底にあるのは，〃11代のアメリカノドリ,B(治経済|川造がもは
や当iriiの成来なしの低成踵をiiﾉ|:容しうるlIiil'１ﾉｌｉを失ってしまったという事態に
ほかならない。超抑IlilllI1の貨幣'８(策は，この脳ｿＭ１の!'ｲ政政策が強化する過
熱体質をllll避し「全体のつじつまをあわせるｌＩｌｉ－のＴ・段」としてXli場したの
ドI1ilUiii「新|`ＩｌｌＩｉﾐ義絲済lB(策lIt)'111」の|ⅡＭｉと展望５３５
だ－と。商金利の''１米にかんする説1ﾘ|がこう雛IIl1されてよいとすれば，１１'１
論il<ﾉにはIS-LMlllI線分析の枠ﾎﾞⅡがごくlLI然に孫)'１されたうえで，１１実－Ｍi１
打の右シフトと後打の/lミシフトというかたちでｲﾄﾞ態が解釈されることになっ
ているのＭ〈ムリ､縦ではないといえよう。
商金利の影響については，まずそれがドル処rMiにlhlうliil際資本移りﾘﾉの流
れを作'){|',して，利二r率'皎鎗とそれにもとづくドルifljjUl緋とを定符させたの
だとする（その筋、0ﾉ:ては，ガリ３節をめぐって後にみるように「溢水収支にか
かわる金剛ｌｉ１<)要|ﾉ《|が文lMl<｣となって，経ililijlX文にかかわる爽物｢1<)要|火|を抑え
てしまう場谷の－．F'１」として盤Ill1されうるものとほほ1両|じであるが，第３節
には「ﾉ,LA考・実験」であった)):論が，節４節では二'１態の維絲とされてしまって
いる点にも注激しておく必要があろう）。ついで１１１イドイツJ〈，''水をふくむ諸
外1F1の１１!'|では，利『率Ｉ鮫雄の拡人と「llIljm1t安のいっそうの進行とを避ける
ための－ドル光介入をふくむ意味での－ﾘ|締め政策がｲ《ilI避になったと
みて，それが最気の'liljIAl1とｌＩＭＬｉＩ<ﾉな不況の探化への述繋とを'|{むことになっ
たのだと述ぶ゜ひるがえってアメリカについては，このことを皿じて経済(l<ノ
地位のjⅡ|対的な改稗と総介(l<ノファンダメンタルズの|(,１１とがもたらされⅦＷｉ
１ｉｉｊは当初の対米Ｉ１ｉｌ際ini本移1ｌｉ１１とドル高jUl侍の定ｲⅡ'rへというillIi環さえ′lｉまれ
て，レーカソミックスの－「ﾘ､いアメリカ」の''１|役がﾘﾐﾘ,'したかのごとき
１台'1象を与えるという意'１ノドでの－１＄想外の「成功」が''1能になったというか
たちに括る。だが，村｣脱がこの「成功」にたいして１１t’'1'Ⅱ1<ﾉであることはい
うまでもない。たんにアメリカ絲済の11jlilWli化がiiMめられないとするだけで
なく，それが先ｊｉＭｉ業洲lilをｲ《i>,lに追いこむことによってl1illWⅡ奥Ｉ係を1ﾘﾉ揺さ
せ，アメリカを'''心とする'１|:VIL政ifi経済体Ilillの危機をiWii成したとみる点に，
その現状診'折の特色があるといえよう。
節５節「複合幻想のり1,}ﾙ,Ｉｉ－ｌＩ本の陽介」は，アメリカと対比して火きく
２点で[|本の絲済ｲ|:会を!'､',:微づけつつ，新[IlllzMS幻想にとらわれぬ新たな
政策運尚の必要をﾘｊｉｉｊｌ,Ｉしようとしている。特徴づけの節１は，係〈〕:勢ノル1J11k
乗ｿ,L・官恢・''１火銀行はむろんのこと言論VILや１１１:人一般をとっても，後発111
産業社会の宿命にＤＩＩえて独特のｲ|:会体質のゆえに，＊かｲ《:)|';かここでは「新
lL111]乖義のつまみ食い」がありえたにすぎないというﾉ,１Aである。その節２
５３６ 
は，投安にたいして１h大な貯帯・絲幟｣'１文の}A(字．高い労Iilil1/Ｍ:性け卜率・
｣TI・いインフレ)01侍の低位j１１束などの諸ﾉ111(で，アメリカとは逆に|]水経済が
｢冷却しやすい経1斤」だという点である。脳人な政11<Ｍ<字というリil象だけは
|I米共皿だが，ｌ]本のそれは節１次ｲｶﾞ'illl危機以降インフレを仰||i'Ｉしてからの
Ilｲ政拡りI('''心のＩＭＬ政策のつけなのであり，アメリカのそれはＪｉ囎本１１りには以
iiiiのlIJl0lからの造1)ifとみるべきものにほかならない（したがって[１本の!'ｲlB（
赤?↑:のアメリカにおける対応物はレーガンiML政策のつけとしてのi師ﾘﾆﾄ率
であり，アメリカの!'ｲ政赤字の１１本における対Ⅱ馴勿は従来からのllli:蓄超過で
ある)。そうだとすれば，「Mih熟しやすい|'Ｗ〔」を改め滞在成踵ﾉﾉをあげるべ
きアメリカが紬采11<｣に緊縮１１<JlIt幣ll;j(策'''心の迎憐を余儀なくされたからと
いって，「桁」illしやすいｲﾉＭＩ」を改め低成艮に適合したマクロバランスを作
るべき’１本がそれに追従する必要はない。にもかかわらず，たとえば拡卿'<ノ
lIi幣政策と均衡１１ｲ政lB(策のようなﾙ|[み合せが7()ｲ|え代後半以来一度Ｍ;､慮され
なかったIll1lllの1つは，今lllf界｢l<)に「新l2Illl上ｉｉ義ilOji帳の影粋の~ﾄﾞでﾘ|締め
１Ｍの11t幣政策がｌｉｉ例(l<｣な;ii流となった」という11態にあるとみてよい。いま
こそこの櫛の幻想を脱して，新しい１８(策のあ')かたを検討しなければならな
い－というのであった。
第Mili「選択」では，ｉiii節のziﾐｿliにもとづいて具体(l<」な｣B(策提言を行なお
うとしている。将来にかんするイＷｌｉ定`|ﾉ|;を技術11111:新の新しい波の可能性と，
111:界絲済秩｢ｉｆ;の新たな編成にたいして来たしうる先進)>協業諦睡|，とくに|｣本
の建設(l<｣を役ﾘｲ11ｌ(llIi1の２点に求めつつ，これらをめぐる楽帆・悲観の見』Ⅲし
に応じて２つの選択肢が考えられるという。節ｌのシナリオは，①新産業jYL
命を促進するためのインフラストラクチャーなどへの政府投盗，②]：要先進
洲''''''1の|凸|定為柊レートの設定と''１高批案とをふくむ新'１《|際、賃Ilill度のiill
HlI，③Ⅱ|産業柵造につながる１８(１１:『文ＩｌｌＩの蛎1Ⅱ１，の諸人<(で[１本が職種(I<)な，」jル
谷によってはEii導１１りな政策をとることである。第２のシナリオは，①わが'五｜
税Ilillの－マル優の)iLn41:しによる１１１:蓄lIl111ill・(1：宅等'1僻人)｢1の借入利了･への税
搾除による111ⅢＩ１ｌｌＬ進･'１１１接税'''心の1W税弊の洲７．段による－根本１１<ﾉな変史，
②|正|際維済秩序11剛｢,iについての柵１１<的lHl1j･の|Ⅱ|避と|頭|際摩擦への芯iIilの堅
持，③新産業'１１１〔命への値jitな|労棚と政ｌＩＩｌ:ｉｉＭｉｊ１のJnI1lⅡｌＩｌｌｕｌへのlMZという１１１１種
hli章「新lLIlll主義経済政策批判」のlDIlmliと展望５３７
的な，しかしIﾘＭｉｌｉな'一'１１り意識をもった諭政策を採)|Ｉすることである。そのば
あい70ｲﾄﾞ代とは逆に1｣本の国際(Iり孤立は高まろうが，このコストさえ支払お
うとせずに選択をlⅡ|避して「事後適応111の政策」に終始するならば，不況と
摩擦は力Ⅱ重され２１下態はさらに悪化せざるをえないであろう。いまの１１本の政
WLi状況から椎して積極的なシナリオの可能性は小さいだけに，拱手傍観を脱
して111j極的シナリオを先取りする程度の男気はぜひとも発揮されなければな
らない－これが本節の帰結であった。
だが，こういう形での政策提言が全備の終節をなすということは，村｣二税
にたいする評ｲilliを著しくlliliMiにするものともいえる。全節をもう一度iii約化
してみよう。まず「はじめに」でＩＵ:紀11i位の榊造変動にみまわれた'1界経済
秩序が，いまや崩壊の危機に１１mしているとみてのｌＩ１１越提起があり，本論第
１節で危機への対応としての新'11111主義・変動為粋レート・Ｉ＝''五''''心主義の
３つを，戦後秩序の諸特徴へのアンチテーゼとみる主題の提示があった。そ
れをうけて第２節ではIML大恐怖以後の市場機柵が|]己調整力の遅滞ないし
喪失に陥ったという認iiiiliから，新lflllにｉｉ義ヴィジョンは幻想にすぎないとい
う主張が腰llllされ，第３節では)０１侍されたlEKl際収支調幣ﾉ]や隔離効果が発揮
されなかったという判定から，変動為替レートIIiII度は幻想にすぎないという
２iﾐ張が展|)Hされた。つづく節４節では３つの幻想のはらむllll題点の増ｌＩＷｉこそ
が，８２年当時のアメリカの高金利・'1界不況の深化・'1:界経済秩序の危機を
醸成したのだという診断が~|くされ，第５節では１１本の現状も，３つの幻想か
らの脱却と新たな政策榊想の必要とを要請しているという診断が－１<された。
こうして第６節は技術jIIr新の可能性とｌＩｉＩ際|ｲｶ調のⅢ1何におうじて２つの選択
肢を提示しつつ，事後適応を戒める政策提言で介篇を括ろうとするものに
なったので､ある。
いうまでもないことだが，以上のような:1Wi1jIiiと簡約化はあくまでも１つ
の読み方にすぎない。文体の魅力を写せないのはやむをえないが，それと密
接にからむ論点の飛跳があるため，ＩｌＩｌ題提起から政策提言にいたる各節の連
繋について，さらには各節の内容そのものについても，ＩｍｉｉなTlj現は意外に
困難なのである。また序節のｌＩ１ｌ趣提起や第１節の２ｉｉ題提示の背景をなす独特
の膝史観や文1ﾘ|論が，経済分析と微妙にからむがゆえの困靴も見落せない。
５３８ 
村｣二税がかもしだす紫ﾘｌｉと健j<Mのｌ源泉はここにあるともいえるのだが，そ
の関係を全iilii1りに|W(きほぐすためには，本意の範Ⅲ|をこえる準lWiが必要であ
ろう。そこでここでは，戦後の111:ｿ,L経済秩序が川|壊の危槻にｉｉｌ１:1｢,iしていると
いう「はじめに」の認識や，新ｌ２Ｉｌｌｌｊｉ義ならびに変動ｲ||｣』lillilIは危機にlWiった
この秩序を支えてきたものへのアンチテーゼにほかならないとする節１節の
把掘を受け入れたとしても，なお残るIlllllLl点のいくつかに検討の対象を|ｌ(定
することにしたい。
１１税の存否にかかわる論点の械極('りな肢|＃lというﾉA(では，第２節「新'''''’
三ii義幻想」と鋪３節「変lil為杵レート幻想」がｲﾊ１１税の核心である。が，Ｉ１ｌｉｉ
節の議論の刑[み立て方はかな})異なる。新'二111[ii義を幻想だとする１１帳が，
紡局のところilJ場機榊のI(1己訓ＰＷｊにかんする－それ｢１体としては論illiの
対象にはなっていないところの－狐'21の認搬を，一櫛の1Ｊ・件としてその根
底においていたのにたいして，変､１１為杵レートを幻想だとする１１帳は，川待
された効果が１分に発111(されなかったとする－｣|快の111否をめぐるものと
してかなりのf1il度までは決済をつけうるところの－判定と密l妄にからむか
たちで，提１１)されていたと解せるからである。ガリ２節を立ち入って検討しよ
うとすれば，「はじめに」や謝り１節にまつわるのとlii1じｌＭＩＩｉに{'１,会うことに
もなろう。むしろ節３節をさきに検討することによって，第２節にＭｎずる
特有のﾉ,1A考法を砿認することができるならば，節４節および第５節の現状診
'折と節６節の政策提言とを立ち入って検討する手がかりを織ることも，はる
かに容易になるにちがいない。紙１，)，以1､.では「新lL1111Zii義経済政策批判」
の一環としての「変勅為レート幻想」論の内容を改めてＩｉＷｉ定しつつ多少の批
!|１１Ⅲ｣検討を力Ⅱえ，もって他の諦税とｲ`１－k脱の全体とにたいする評{,lliを{ｉｉｉ:定す
るための準Iili作業にあてることを試みたいとＨＡう。
変動相場制と国際収支調整さて節３ti(iliの}ＭＩＩな検討対象は，すでにＩｉｉｌＩｉ
調したように３つであったが，その節ｌは|工|際｣'１文の洲悠をめぐるもので
あった。議論は，国際収支の説|盤と経常j１１文の洲整との|刈りをﾘｊｉ説Ｉしたうえ
で，ひとまず為将当局による介入がなく絲粥｣|)(文の撫字（赤字）と安本｣'１文
の赤字（幾字）とが対応するケースをとって，１，１１粉のいずれを'1;(|Alとし結来
Ｍｉ厳「新|÷１１１１主義経済政莱'1上|《'１」のlIlMiと展望５３９
とみるかは，illiilliには決められないのだとすることから始まっていた。が，
その背後にあるのは，じつは次の２つの系列をl峻別しなければならないとい
う発想なのである。すなわち，（a)絲常jl)(文の1111(11-経済の実物的Il1l11Ui-
いわゆる絲済｢I<ノファンダメンタルズによる為稗レート１０１侍の形成という系列
と，（b)資本jlX文一命ＩＭＩ｢Iり諸妥lKl-広義の（つまり各|正|の金剛|政策や長期
投資の1Mllh1l(Ⅱ｜１１にとどまらず「政治＝il叩(l<ノファンダメンタルズ」のＩⅡ述を
もふくむ）政WL1経1斤iIOな勢ﾉﾉ分ｲ11を皿しての為替レート101侍の形成という系
列の２つが，それである。とすれば，「総常収文１Ｍ:を文えている要lXlと安
本収支赤字を文えている要lklのうち，どちらがより強ﾉjか，あるいはどちら
がより索｣iLく反応するかの綱ﾘ|き」において，(1))の系ﾀﾞｌｌが優位を,!iめるよう
な事態のもとでは，為棒レートは経済(l<ノファンダメンタルズから期待されて
よいのとは異なるﾉﾉ|('１に変ﾘﾘﾙ，もはや経常収又のｲ《均術を訳1整しえないと
いうことになる。本節ではまた「安本収支にかかわる金lMli1<｣要lXlが支配ｉｌりと
なって，経1W｢収支にかかわる実物的要lkIをlIl1えてしまう場合のｌ例」とし
て，アメリカの問金利一''1処資)韮からドル処rli雁への1位<換一円安一利
子率較差を－１｣ＩＤ|る''１のi1liIiIlllijUI待一利子率較兼の持続と''１疫101侍の定着，と
いう筋立てのりil災１１<J1iJ能ＩＶｌｉも検討されていた。そこからｌＩｌｉしても，変動ｌ[|場
Ilillの「幻想」性を1ｉ帳する村_L説のｌ根拠は，こういうかたちでの経常収支
調整能ﾉjの火Ⅲlという》|【'１定にあったとしてよいのである。
資本｣'１文への|兇l心がこのように強いのだとすれば，ｊｉ；２の変動ｲ[|場IIiIlの隔
離効果および政策の'1ｲ|t性{ilii保の効果についても，森定的な評IilliがｌＩ}てくる
のはやむをえない。が，具体ｉｌりには「資本移11ﾘﾉがi1.能であると，たとえば拡
張的財政政策の効来の一Allは国の外1111に11,れてしまうし，拡張的貨幣政策は
逆に他の|盃|々に対して紫紺的な影響を及ぼす」という叙述があるだけなの
で，どのような分析の枠紺が念頭におかれているのか，十分にはlﾘ}らかでな
い。のちの対T1荊論イトの過稀では「為替レート変化のj０１侍によって，２１玉'''１１
利子率の差がLliじる賜介を考えていない」というml1lllで，マンデル・モデル
への不iillIiも衣IﾘＩされていた（｢|U:界経済の'１１がilik換しつつあるのか」ｐ80)。だ
が，この当初の論文の段陪では，ＩＳ－ＬＭ分析が必要に応じてごくロ然に導
入されている。このことは節２節で新貨幣数品税を検討するさいの，また第
５４０ 
４節でレーガノミックスートの高金利を説'ﾘＩするさいの，Ｉｌｲ政政策や貨幣政策
の特徴づけからも容易に認めることができる。そこで本節でも，これに国際
収支バランス線をIitねた枠illllが念ljl1にあったと兄てよいとすれば，拡張的財
政政策一利子率_ﾋｹﾞ|･一安本流入一為杵レート（lLIlEljiljln賃Illli(in）の上ナト
ー経術収支の恕化一外'五1における経常収支の改稗という筋と，拡張的貨
幣政策一利子率下落一ii》li本流１１１－為替レートの1,．落一経↑'１収支の改
善一外|正|における継附収支の恕化という筋とが，ｌ記ﾘｌ１ｌ１の含怠だったと
いうことになろう。
ただし，ＩＳ－ＬＭ平i｢iiにliRねられた国際収支バランス線は，当初のマンデ
ルーフレミング・モデルにおける小|玉|のケースをlMIliれていえば，一般的には
右Ｉがりになる。そこでたとえばI1ｲ政拡張政策をとったばあい，４Ｍ:物Tl１場
と貨幣Tlj場の新たな|而川均衡点が総合|玉|際収支の改稗に紬ぴつくか改悪に結
びつくかは，アプリオリには決まらないで，ｆ'Ⅲ率の_け卜による資本収支の
黒字化と実質)ﾘi得の１１＃人にともなう経常収支の赤!↑:化との「細lﾘ|き」の帰趨
に依存することになろう。iii者が勝つばあいには，総介lIl際収支の改善にと
もなう為粋レートの」:ｹﾞﾄと経常収支の恕化とがＨ１じ，後判が勝つばあいに
は，逆に総合|玉l際収支の改悪にともなう為杯レートの1Ｗ:と経常収支の改善
が生じる。無条ｲﾉ|:に「拡りIii('<ﾊ|ｲ政政策の効果の一%'1が|正|の外｛111に洩れてしま
う」といえるのはiii税のばあいだけで，後潜が勝つばあいには，変動相場Ilill
はr''五1の財政拡りliiによる外lJHlの経術収支改善をＩ||殺するという意Ⅱﾌﾄﾞで，むし
ろ「隔離」効来を苑111(するといわなければなるまい。「綱リ|き」の帰趨を決
定するのは，LMllll線の形状を１Ｍ定する貨幣需要の利刊llUⅣliや貨幣需要の
所得ｿ１Ｍ性，Isllll線の形状をjjM定する投査の利ﾁﾘ'１iﾉﾉ性や所１１卜來数（した
がってlIML1Mj`|ﾉIilhlや'１１(界1liili人性lhl）などのlUl(ｉ１である。かりに査本移動の
利刊１ＭlYliがliTIじであっても，各維済ごとにこれらの(''１１が異なれば－とい
うよりもこの秘のパラメーターのｲ１１遠に現われてくるIIill度的な，あるいは社
会経済的な諦要ｌｋｌが異なれば，財政拡張政策の効来もまた異なってくるわけ
であった。
貨幣拡張政策の効来についても，lillillll線の形状をDJ左する諸要因の力Ⅱ{iilが
からむことはいうまでもない。が，このばあいには，利子率の1,.藩による登
hli章「新'''1llii義繍庁政策１１t判」の|ⅡＭｉと腔望５４１
本収支の赤字化と，実質所得のlil人にともなう絲↑|↑収支の赤字化とが１１１なる
ため，総合|i'《|際｣|X文はかならず悪化する。それにともなう為替レートの下落
は継糀収支の改菩をＩＩＰぶ。したがって変ｉｌｉｌ１ＩⅡ場IIillは，lL11Elの貨幣拡張による
外|正|の経ilIlijlX父改葬を机殺するﾉﾉｌｉ１１に作)|Ｉするという意味で，つねに「|llWl
1illli」効果を苑Ⅲ|(する－つまり村lを税がちＭけるのとは逆の機能をはたす
－といってよいのだが，そのｆ111度については，リミ質所得の｣14人にともなう
当初の経fIijlX文の赤字化と，為粋レートの１，.藩による以後の経fMr収支の改善
との}||対|奥Ｉ係がどうなるか，という点にW蝋する必要があろう。iii階が後折
を凌鰡するばあいや，iilij肴が等しい場合には，「拡脹ｉｌり貨幣政策は……他の
|到々に対して緊縮(l<」を影響を及ぼす」とはいえなくなる。のちの論文のなか
には，この'１１|魁を多少とも意i識したと解せる叙述もないわけではないが，そ
れでさえあま')にも暖昧で真意はＷ)がたい（｢'11:界絲済の何がlliZ<換しつつあ
るのか」節２節参Ⅱ(()。
本節の三１１要な検討識し趣のｶﾞﾘ３は，変動Ｉ''1;ﾙIlillと保繊主義のｲ'1瓦関連という
論点であった。為杵レートの変11ｶﾉﾉは経粥｣|X文のｲ《均衡を洲幣しえないがゆえ
に，近ｲ'1のアメリカその他における保護Ｈ易述11ﾘ｣の１１１ﾘl流を葱き起したとする
だけでなく，{jlI:強]i義が逆に変11ﾘﾉﾄ''1洲i'１の紙↑|↑｣|)(文洲整能ﾉﾉをいっそう低下
させてしまったというのが，そのfiiil《にほかならない。が，これをどう評I111i
すべきかという'111題は，給伽)のところ本節今体におよぶさまざまなＩｌＩｌ題を提
起せざるをえないのである。まずIiiiWill分については，すでにみた第１の検
討課題への解群をめぐってｊｌｉじうるのと|iilじIl1lllLlが絡むことになろう。（a)系
ﾀﾞｌｌと(b)系ﾀﾞ'１のl峻別を認めるとしても，「経附jlX文糾い｝:を支えている要lK1とifiS
本収支赤字を文えている要lklのうち，どちらがより強ﾉﾉか，あるいはどちら
がより索｣Ｔｌ･く反応するか」という'1111辺のｽﾞﾉ:てかたが，どのような時'''１１１り祝ｌ１ｆ
を念頭においたものなのかは，かならずしもlﾘｌＩｉＩ１ｉではない。１iii後|奥Ｉ係から勝
証するまでもなく，リ1111文''１の「強ﾉﾉ」と「索'１１.〈」とはliil義に使われてい
ると考えうる。が，そうだとすれば，強ﾉﾉではあるが素早く反応した')作川
したりするとは限らないような要|)MのｲＷｌｉは，１Ｍ,1されることになろう。企
節をつうじてＪカーヴ効采への詩及がまったく無いことも，このことと無Ｉ兇Ｉ
係ではないはずである。
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もっとも，本節のなかにもこの極の１１１１題を意識したと解せる箇所がないわ
けではない。アメリカの高金利に始まって利子率較差の特統と|Ⅱ高期待の定
着に終る先に{iⅡ柵した筋1>iての可能性にたいして，逆に「金融的要因は即蝿
にかつ強く働くが，’'１安が経常収支黒字をいよいよ膨張させ，盗本流出が拡
大すると，ついにはⅡ本での利子率も上昇し……|']安j1Jl緋が終って|']高期待
の局而が始まる」という那態の可能性を考慮した叙述などは，その適例とい
うべきであろう。金剛liIり要lkIと実物｢１９要因の優劣を比較するためには，強弱
だけでなく－それとは対応しないかもしれぬところの－遅速の観点が必
要であること，したがって'１州]のlllhiをどうとるかという'''１題がここには絡ま
ざるをえないことを，斗「笑｣1意識したものとも読めるからである，本節の検
討課題の第３部分の後半，つまり保護主義が変１１ﾘﾉj１１１場ﾙﾘの機能不全を強化す
るという主張も，じつはこれに連なる。アメリカの輸入IliIIIlilがなければ「－
オーバーシュート層の１１]安が経粥jlX文黙字をさらに拡大させ，ついには行き過ぎが頂点に達し
て，円高IWi向への反蛎が生じるところだったかもしれない」という推論が，
この主張の論拠とされていたわけであった。
だが村_上説のﾉﾉ点は，おそらくここにはない。ｌ]]i削りl侍の１，ｍなるもの
は，経粥収支黒字が象徴する実物経済的な要因の優越する１両)、iにほかならな
いとして，それへのⅨllikを恕定するのは，スミス的ヴィジョンへの信仰告'二｜
オーバーシュートを－すなわち「岐初のうちは金融ｌｉｌ９要因によって行き過ぎがL|ﾐじるもの
の，けつきよくは実物119要Iklがゆっくりとしかし着実にI1llいてある極の実物
的均衡が|Ⅱ|役する」というかたちをとった僧｛IIfLi臼を行なったものにすぎな
いというのである。このヴィジョンの根拠簿99を強調した節２節③の部分を
想起しておくのＭｌ１Ｒ駄ではあるまい。もっとも節２節のばあい，市場機織が
実物経済の均衡を達成しうるl÷|己洲整力をもつという主張もそれへの反論
ク画一ズドｏシステムも，主として|＃1鉦Ｉ体系を念nmにおくものだったと考えうるが，この節３節
オープン・システムでは，スミスil9ヴィジョンの意味が，｜Ⅲl放体系のもとにある諸経i斉にかか
わりうるとされたうえで「llMi買力平｛illi均等のような実物経済の|玉|際的均衡状
態」を指すものへと，拡張されることになっているとみてよいであろう。
－この種の|工|際的均衡状態をアプリオリにj0l侍しうるJll111]はない，ＬＬ《義の
政治経済１１りな勢力分ｲｌｊをi､ずる'正|際資本移動が為絆レートのﾉﾘl侍形成を左右
補章「新lLllll主義経済政策批判」の|Ⅱ|願と匹望５４３
する可能性も等しく，あるいはむしろより「強力」であるかもしれぬものと
して考慮する必要がある，というのが本節の主張であった。これはまた，変
動机場制が－ｆｌＩｿ｢にまたは短jU1l1<]にはともかく－llIjUI的ないし長ｊ９ｌ的に
は国際収支調雛能力をなお持ちえているとみる，いわゆるﾘlii力性オプテイミ
ズムにたいしての村上説独特の反論のしかたであったともいえよう。
（a)系列と(b)系列をl峻別したうえで，後者の優越する可能性をさぐろうとす
る姿勢が，1982年夏という執兼当時の状況を少なからず反映したものである
ことは，想像に難くない。物lilli上昇率・失業率・生庶性上昇率などのいずれ
の点でも，アメリカの経済的ファンダメンタルズは[１本に劣っていたにもか
かわらず，ドル)'11場のほうはレーガン政椛の登場前後から_し鼎にDlijiiじて，結
局1985年９)]のいわゆるＧ５によるプラザ合意まで，’二昇趨勢のもとにおけ
る高位を維持したからであった。だが，そのことが変動１１１場Ｉｌｉ'1の同際収支調
整能力を総合的に評I111iしようというよりも，機能不今の事例を挙げさえすれ
ば「再検討」の必要を説得しえたことになるという発想を生んだのだとすれ
ば，いささか不幸なことだったといわなければなるまい。単なる時論の城を
こえた評Iilliを下.そうとするのであれば，｜|洲11的祝野をどうとるべきかという
観点を放摸|Ｉすることはできないはずであった。
ところが，｜Ⅲ題はこれにはとどまらない。本節のなかには，変動相場制の
経常収支調雛能力の欠如をめぐって「これは，少なくとも従来の了解からす
れば，大きな『欠陥ｊであろう」という叙述がある。が，この控え目な表現
が指示する以｣三に，村｣戈税'21身の観点からしてもそれが「火IWi」であること
は，変動相場ＩＩｉＩの「幻想」性を経術収支調整能力の欠吻Ⅱを指摘することに
よって主張しようとする－すでに本節第１の検討課題にさいして確認した
ところの－姿勢を想起するだけで，容易に了解されるところであろう。こ
のような姿勢の背後には，経常収支の均衡を－どのような時間のlllFiにおけ
る均衡であるかはひとまずⅡ１１わないことにして－望ましいものとする思考
が，当然のことのように前提されている。だからこそ，本節で|ロＩＭＦ体Ilill
下の「|H1定為絆レートは三i化して経iili収支を均衡させるために設定されてい
た」と見たうえで，のちの第６節において今後のありうべき「選択」の１つ
として「主要先進陸''１１１の'五|定為梼レートの設定」が提ｌ１Ｈされることにもなる
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わけであった。だが，そもそも経粥収支の均ｉＩｗは，いかなる意味において望
ましいとされているのであろうか。それは伽Ｏｌ毎１０１，あるいは毎ｲﾄﾞ毎年バラ
ンスすべきものなのだろうか。
いま経術収支が赤字で資本jlx文が黒字の低い発展段階にある「農業国」
と，経常収支が撫字で資本収支が赤字の商い発展段階にある「｣:業|正|」を考
えてみよう。「農業|玉|」が「二[:業'五l」から溢水をlliiiii入することによって411雄
ﾉJを高め，数午後には農産物を「'二業'五ｕにjliiiillLて得た貿易黒字によって
(昔入元本と利子との合計の一部または今部を支払いうるようになったとすれ
ば，この''１１の各年における経術赤字や資本;iMi字は，むしろ一概に否定さるべ
きものではなかったということになる。「l:業国」にとっても，必要な原料
や食料を'二11玉|で41旦産するよりも，また以iiiよりも安I1lliかつ安定的に入手しう
るだけでなく，貸付元本が利イをともなって|Ⅱ|収されうるのだとすれば，各
ｲ|式のIilI収支の黒字や赤字について同じことがいえる。今ではかなりｸillられる
ようになったことだが，第’次大戦前の－典型的には大戦に先立つ約20ｲｌｉ
ｌｌｌに顕著に認められた－いわゆる古典('9な'正|際金本位の時代における「]二
業匡|」と「農業|玉|」の関係の'１１には，このようなｲ1'''１ｉＩｉが色濃く含まれてい
た。１次産,Ｆ１のlML的な需給UM係にそくしていえば，新興ｌｌＩｌ発洲玉|のロンド
ン金融Tlj場などでの起債をはじめとする各祁の|背人一その手１Ｍ『による鉄
道建設その他の工業査財の11＃人一|}Ⅱ発の成果として｣ｉＩ１１大した１次産品のＩｗｉ
入先工業|正|への販売，というＩｌＬｌ係がそこでの１つのjlilllとなっていたのであ
り，しかも当初の借入先工業|正|が支払超過を記緑しているところの別の工業
|玉|にたいする1次産,iii1,の販売_そこからの受収超過による当初の借入の返
済，という１剥係がこれに多川lりに絡んでいたのであって，そうした安定的な
柵造が当'１３:の需給'3M係の逃すべからざる特徴となっていたのである。
このような場合には，各ｲＩｉごとの経術収支における「農業Ｉｒｌ」の赤字と
｢工業国」の黒字は，総ＬＭｉと総文１１｣,とのアンバランスを＿つま,）「農業
|正|」については４Ｍ:を｣皿る文{Ⅱ,の，に[業lEl」についてはLMiを下|Ⅱ|る支
出の各アンバランスを－示すものと考えてよい。そしてこのことに対応す
るiTljl玉|それぞれの金融的な受収と支払のアンバランスをｊｌｌ１め合せるのが，
年々の安本収支における「農業|正|」の黒字や「工業唾|」の赤字なのであっ
l11i章「新lLllllii義絲済政策批判」のliJillimと股望５４５
た。だが，時Illlの||'Mをよ')長くとるならば，iilijl玉|ともこの期間全体における
生産と支出の総祇は，経↑lli収支や安本jl)(文の年々のアンバランスが許されな
い場合にくらべてＩｉｌｉｉ災に｣１４大している。要するに，l11iil玉|におけるiTli収支の各
年のアンバランスというのは，’五|際分業にもとづくいわゆる特化の利抽があ
る時lll]の''１Mをもって実りilされえているという事態のiillLと考えうべきIl1lli(ｉｉ
を，含むものにほかならなかったわけである。
ところが，ITi]じことは高い発匹段階にある２つの「11業|亟|」のあいだでも
生じうる。総生朧の'１１には，［||玉|で文ｌｌＩＩの対象となる－サービスをもふく
む意味での－１冊ｉ１ｌｉｉ１，（①）と外|玉|にl仮死されるilWl1ii1，（②）が含まれており，
総文'''１の対象となるilW111T11の''１には，’'１|正|で生産されたl1li11m1，（③）と外|玉|から
l1Mi入したiWi品（④）が含まれているから，｜と''五|でＬＭｉされ支出の対象となる
商,IiiI，（①＝③）を除外して考えれば，総生産を｣二|Ⅱ|る総支Ⅱ1,を行なう|兎|の経
常１１)(文は赤字であろうし（②＜④)，総ｌＭＬｉを~卜lnIlる総文ｌｌｌ１を行なう国の経
常｣'１文は黒字のはずである（②＞④)。総支Ⅱ1,を投盗とilLi費から成るものと
し，総生)準とilli費との差を貯蓄と'１Vベば，投資が貯蓄をＩ｣１１１る国は経術jlX支
赤字|玉|であ')，投盗が貯帯を~ﾄlmlる'１(|は経術収支AMi判玉1だということになろ
う。これが周llillの，維術収支のjjl11hilをｌＦ１ｌ｣Lli経済の全(ﾉＭ<｣なＩ剛)とのUM迎にお
いて捉えようとするアブソープション・アプローチにほかならない。為祥
レートをふくむI1lli格の変化が輪}|｝・Dliilii人に及ぼす彩粋をﾘlii力性概念で分析し
ようとする以前からの手法の部分分析(1<ﾉな性格をこえて，このアプローチは
|玉|際jlX文||Ⅱ題を巨祝iI9に，かつ''１災lUliI<ﾉな時IIMiI<)祝111Fのもとに－したがっ
て投資やil1i費をはじめとするマクロ識変数を|ﾉﾘ生化したかたちで－分析し
ようとするものであった。
村｣1論文１１１身，節４節でアメリカ維済を，節５節で'1本経済を総ｌ１ｌｉ(1<)に特
徴づけようとするさいに，アブソープション・アプローチを－そのｆｉを冠
するか否かを'''1わないとすれば－採川していたと兄てよいで､あろう。念の
ために｛ｉｌｉｉ認しておけば，アメリカ経済を「過熱しやすい絲済」と呼んで「こ
のような貯蓄過小・政府赤字型の経済が総ｆｌｉ収支赤字伽lhlを示すのはマクロ
バランスからいって|'|然」であるというときの枠iillや，｜]本経済を瀞ｲ1i的に
は「冷｣illしやすい経1汁」とllPんで投盗にたいする貯特の過人と経粥収支の無
５４６ 
字とをljL1連づけようとするときの枠組などがそうであった（鋪４節ｐ140,
節５節ｐ､145)。しかも，それにもかかわらずその思考は，次のような方ｌｆｉｌ
－をつま')経術収文のアンバランスをめぐるﾘil在のl｣米関係の''１には，［ljil
際的な分業と交換からくる利袖を双ﾉJが享受していることの了iilLとしての{11Ｉ
ｉ｢Iiが含まれているかもしれないという力|(１１－を辿ることはなかったわけで
ある。
だが，たとえばアメリカ絲済をとりあげてみよう。１１本をはじめとする'１
余の111:界からの貿易赤字のかたちをとった商,1,11,の供給が，かりに許されな
かったとすればどうなるだろうか。ｉｌｌｉ賀や投資のりUｲ1tのパターンの変災も!'イ
政亦（す:のl1ill減も，短lUlllllにはｌＭＩｌｉであるとすれば，すでに1960ｲＩｉ代にもiiilll）
うる－たとえば60ｲ|えから85ｲＩｉまでの製造業平｣ﾑﾉでいえば1ＭNのみならずリリ
ドイツ・フランス・イタリア・イギリスにさえ劣るところの－労側/'三朧I1li
Ii芥率の鈍化ないしＪＭｌＩ速化趨勢のもとにあって，そうでなくとも「過熱」
しやすい体質をかかえたままのlTillJilのインフレーションが，なおいっそう強
化されることはほぼlll違いあるまい。４Ｍi性の数字に近ｲ|きやや時、:しが認め
られるとはいっても，このＩＩｌｉｉＵ'１を祈定するほどのものではないとみてよい。
逆に'三|本のばあいに，貿易｝ﾊﾄ字がiiﾉ|:されず，したがって－たとえば85ｲﾄﾞま
での１０年1111でますます比菰を高めて金輪１１１，の２(|;||強から４割弱にも及ぶにい
たったところの－岐人のアメリカへのjliiliill11が11111減されざるをえなかったと
すれば，結果はlﾘ|らかであろう。商い貯持率の畑V111lIでの変更も財政赤字の
これ以上の祭械Ｍ〈可能だとすれば，そうでなくとも「冷却」しやすい体質
をかかえたその経済が，デフレーションをつねに免れて現在程度の成長を速
成することさえありえなかったはずである。このi｢Iiからいえば，アメリカの
安本収支幾字は，たとえば金利高|鵬によるLulll投査l1l1l減などの弊害を防過し
つつ有効需要の)ｉｉｌⅡ111に寄与していたのであ')，［|本の絲術収文黒字は，失業
のlIiiiii出としてではなく資本収支水i':と表裏の関係にあるものとして，アメリ
カの資本｣'１文;A(字の－%'1を文え，ひいては自身の安定にも寄与していたとjmL
うる゜少なくとも，ある時ｊＩＩ１までの|]米|兇|係のなかには，こういう(11'ｍが含
まれていたと兄うるわけであった。
だが，もちろんこれは訓Ｊ１態の一i｢Iiである。さきの「農業同」と「Zli業匝|」
illijWIi「新rIlllji莪絲済政策批》'１１|」の|''Ｍｉと股望５４７
のケースにおいても，｜Ⅱﾉﾉ:依存関係の利柿を双力が災』Uしていると呼べるた
めには，「農業|正|」のＩｌｆ人がその'五|の１人l('1で(Ｍｉｉ１<｣に機能して，将米の返済
能ﾉﾉの形成に寄｣ｊしうるという条iﾉ|:がひとつ必要であった。「＝I:業|正|」に
とっては，対外投inSが'１|];ljm貨で|=|減')を免れﾌＩｉｌ｢卜をともなってllIlj|)(されれ
ば，ひとまずそれは「ﾉMJ1<｣」に機能したと１１Vくるわけであろうが，そのこ
との意味がIlr入Ililにおける返済能ﾉﾉの形成と，その実現を1i｢能にするｲI[ﾉﾉ:環
境の腿I)Hとを通して，災FIll<ﾉな裏付けをＩ雌得しうるというのでなければなら
なかったのである。ところが近ｲﾄﾞのアメリカは，この条(ﾉ|:がＩｉｌＩｌｉ係されている
のか７１１:かがかならずしもlﾘｌＩｉｌｉｉでないままに，経常収又（i:の急速かつ趨勢的
な拡大を経験してきた。７７ｲﾄﾞ以後拡大しはじめたＨ易（}:が絲粥赤字につな
がったのは82年以後であるが，それがストック1(liでの対外純安産残高のⅢ!減
をよんで85年にはIillIiが一挙に1000億ドルを，８６ｲﾄﾞには2500億ドルを，８７年
には4000億ドルを突破し，：ﾘﾄﾞ態が放１１(iされれば１兆ドルに達するのも|W:ll1lの
'''１１辺，などといわれるほどのＩＭＬ岐人のＩｉｌｉ務|玉|にDlii<落したことなど，あらた
めてり鱗１Ｍするまでもあるまい。
この負債はどのようにして返済されうるのだろうか。プラザ合意以後の急
速なドル安はIliiiiill1,I1lli柵の｣１４人をiil能にするlliiiiilll1数』itの１１１人をよんだが，もち
ろん他力では輪ｌｌ１１Ｉｌｌｌｉ格ﾜﾙｹﾄを|｣Ⅱ|る輸入I111i格のＩｹﾄをひきおこして輸入Ｉ１ｌｌｉ
額のjl#大をもﾉﾘ'１爪せざるをえなかった。膨張する対ﾀﾄ利払のIMiをｇ･虚する
と，返済の基礎をなすべき経術｣|x文の黒字を実りilするためには，たとえ!|iiliiⅡ１，
が拡大しているとしても!|iii１人の'''１１減が不可欠なのだが，先進lElの,'１でＭh低
のill揃に属する－たとえば80ｲli代'''１J(でｌ－ｌ本の約３分の１にもiil11』たい５％
前後の－貯蓄率のﾉＭ(《や，政ｉｆ}絲済('<)を諸事I11iもからんでｌ１ｌＩ減の兄jilnしも
定かでない財政赤字の１１iﾉﾉ'｛,'などをﾘｊｌ訓Ｉするまでもなく，さまざまなﾄﾙ造('<｣．
政策的要lLlをかかえたいまのアメリカにとって，｜ＭＩｌｉはあまりにも火きい。
輸入のＩ１ＩＩ１ｉ戒は，Ⅱ{宅をふくむill〔接Ⅲ|茨のilli賀にかたむきすぎた安刈iiのI1li〔１分を
調幣し111Kして，輪Ⅱ'１の拡大による維術収支黒字の裏'1ちを(iliiI米するためにも
必要なのだが，産業柵迭の1M)態｢1<｣かつ政策１１<」なⅣ編成をflくわざるをえないと
いうことになると，それがいかなる)Ulll11で－そしてアメリカ特有の行政機
榊やその対企業|對係を老脳するならば－そもそもどのような維純をへて災
５４８ 
９１'されうるのか，ますますｲ《IﾘⅡi('1になるというほかないであろう。
アメリカ産業の国際競争力もっともドル安要|人|を別にしても，アメリ
カlliIi業の'五|際ｉｌり競ｲﾘﾉが多少とも''１|復したのかもしれないとﾉilAわせる指標や
JlW1lが，近`1Aいくつか認められるようになったことＭ(実である。インフレ
のlJl1Ili'１とならんで，それをレーガノミックスの功統だとする兄方もないわけ
ではない。たしかに80ｲli代に入ってからの，たとえば製造業における労llilﾉｌｉ
ｌ飛性の｣苣鼎率は，７０ｲﾄﾞ代の峨恕１０１をかな')超え－１１<IilUl区分や計算ﾉﾉ式')ｌ(ｌｌ
Ｉ１Ｉにもよるが-60ｲﾄﾞ代の比較(1<)｣iU(『な'|剛lにllLiI1iiける数字を示すように
なった。名|=|ｉｆ金Ｉｹﾄ率の安定ないしlllllli'|が伝統(Iりなﾂﾌﾞ仙|兇Ｉ係や賃金沢地力
式の兄''11:しと締ぴついて，労働11ⅢＭ率の安定ないしlIl111illを可能にしたと
いうようなｚＮﾀﾞ'１を，このこととのllMjluで強調するとか，新IjM設Illi投riSの｣１１
人・ｲﾘ|:究BLI発投武の拡充・イlili剛;1''1の効率化・'１１(光枝↑ｌＩｌｉの強化などのり(|ﾀﾞｌｌを，
企業経憎における谷1111化努ﾉﾉのiiili拠としてﾀﾞ'１拳する(ﾘ|:究も'11,はじめている。
さらにi釘収益を実り[IしているIlljl々の|〔人会社のいわゆるリストラクチュアリ
ングやグローバリゼーションの11ｉｊ１ｌ(１１に注|Iして，総ｆＩｉ収支のレベルではなく
ミクロの企業レベルでのアメ')力紙1斤のりjWlllさを脂1iiiする)'二;も，いぜんとし
て途絶えてはいない。アジアＮＩＥＳにたいするillI接投盗についてｌｌＷｒに認
められるように，この櫛の企業行1li1112l体がマクロ|('iでの貿易赤字につながる
ケースもあるというだけでなく，hli勝|]ilにllik落してなお投資収絲｣|X文がひき
つづき}|､(字であることにたいするその蛍献がりjliiIilされることにもなるので
あった。
だが，この机のlfi標や当ｌＷｌｌでもって，ｌｊｉｌ際ｉｌ０競ｲﾘﾉの低Ｉﾏ趨勢にllljIlきめが
かかったと判|折するエコノミストは少ないであろう。アメリカ経済における
効率'１ﾘﾐの停洲;は，かなl)の榔度まで社会のあ')かた|`|体に根ざして「WIii造
(1り」とでも呼ぶほかないような諦要lklのf冊綜に依ｲjfする－少なくともわが
lIilでは，この』鞭のほうに人力のliil意が１１ﾄられるのではあるまいか。多川従
ｲ|:会に特有の多様なｿjfll11ノル強ﾉﾉな1雅楽Ｈ１川合・寡,'i体Ilil｢ﾄﾞで優位をしめた
１ＭilI1l協業・Iii統ｉｌ<ﾉな労務符l1l1ﾉｿ式などの事|背に親ｲ|Ｉしてきた労使llU係のあ
りかたには根強いものがあるし，ツノ111ﾘl]:ｲ111の細分化と111ﾙill化をjlilllとしてきた
｜《ili竜「新|]|Ⅲi義経済政策批判」の|Ⅱ|願と展望５４９
生産編成の基本榊造に根本的な変化があったともいえないであろう。近年の
賃金切下げをふくむ刑ｌＭ１ｌの各種の譲歩や，腫期扉)11をふくむ新しい労Imll協
約の事例は無視しえないが，それらはなお，たとえばいわゆる「参力Ⅱ」剛の
協調的な労使関係の流れを確立したとよべるほどのものではない。アブセン
テイイズムが象徴する労働倫jJl1の弛緩という事態は，戦後の繁栄と安定を生
みだした需要管11M政策や所得Tli分配政策の産物であるだけでなく，多かれ少
なかれ上記のようなlロ米の労使関係や生藤編成の特`Vliに絡む諸要因の産物で
もあった。単純労働と低賃金に依存する労Iilill集約的な部品の力ⅡⅢ工租を海外
に移動させて，同|ﾉ(lでは産業榊造を高度技術・多,IiTI,極少量H1生産・サービス
経済化などの方lhlに適合するようTIi編成するというような課題がありうると
すると，労ＩＪＩｌﾉJの質と組織をめぐるアメリカ社会に特有なＺｌ矛情が，今後|liliii(ｉ
を力Ⅱ求する可能'lLIiも小さくはないはずである。
企業経営のありかたについても，｜Ｈ１題は多い。一般に近ｲliのアメリカ企業
プライス・アーニングス・レシオ
は，ＰＥＲ（株IillijlX柿率）や株I1lliそのもののような指標を改善すること
を'二|標にして，短川1勺な観点から可能なかぎり危険を|Ⅱ|避しつつjIMiiF性を高
めることに腐心してきた。たとえ当liiはより大きな厄Ｉｌｊｔを負担することにな
るとしても，新技術の開発・蝉入・蓄積をはじめとする積極策によって生産
力を高め，長期的な観点から収柿性を考えるなどというのとは，事実上かな
')異なる企業行動を示してきたわけであって，内部組織の編成力法もそのこ
とに対応した難点を免れえなくなってきているといえよう。これが過度を類
型化であるとしても，少なくとも危険と収祐を評還するさいの時ⅡUのlllFiをど
うとるべきかという'{１１題をめぐって，彼らが１つの転機に立たされているこ
とだけはｌ１ｌＩ迷いあるまい。資本市場に携着した企業金融のありかたやｌｌｌ？席な
マージヤーズｏアンド・アクイズイシヨンズ
Ｍ＆Ａ（合併・吸」|)（）の動向も，あるいはさかのぼって｣壬記のような
労使関係でさえも，このような企業経営のあり方と密接な関係にある。それ
らはすべて，アメリカ的な繁栄の外棚を可能にしてきた従来の状況と多かれ
少なかれ適合しあう関係にあるだけに，安住と惰性を脱して今後どこまで柔
軟に新しい事態を切り拓いていけるかが''１１われている。近年の合理化努力の
事例は，問題の)ﾘT在が認識されはじめたことを示すものではあっても，今lrii
的な刷新を意味するものではないと考えられるのである。
５５０ 
産業の|玉l際('り競争力が多１乗を要因に依ｲｲすることはいうまでもない。先に
ふれた製造業における労lMl4Mi性｣t芥率の数字についても，楽観・悲観さま
ざまな兄力が111,ている。が，労働ノル労lilj関係・企業絲営などの孕む'111題を
11i純化して概観しただけでも，今後の推移が予断を許さないことはWiiかだと
いえよう。レーガノミックス－１〈で拡大した'1ｲ政の－連邦・州・地力政府の
勝年の数字でいえば，８１ｲliの3001意ドルから82ｲliには一挙に1110億ドルへ，
以後墹減をくりかえしつつもlOOOlijiドルを切ることはなく，８６１１iには1480億
ドルのピークを記録したところの－人'l1Mな赤字が，どのような速度で，そ
もそもいかにしてl1ill減されうるのかについても，イ《透lﾘ|を点が多すぎる。I1lll
1i11iIiスタンスのWli認という'１１i格をもつグラムーラドマンーホリングス法でさ
え，緩和修正（l987fli9）|）を業らざるをえなかった事情も，このこととの
供1連で想起されてよい。アメリカの経常｣'１文赤字と対外偵務残高の水準が
サステイナプル持続両I能なものなのか否力､というｌｌｌＩ題ひとつをとっても，すでに87ｲ|を１０)]の
株I111i大暴落のようなかたちで普くｌｉを発してきたi１１場自体，このままではlﾘI1ilii
な解答の出しようもないのである．Ilill減の力liUをたどらざるをえないとして
も，その速度の！ⅢInlによっては，労伽L1il曜性の_け卜に裏付けられた|正|際競ｲ’
ﾉﾉの|Ⅱ|役が確認されないかぎ')，ドル'1111》の急滞がアメリカ経済にたいする
Ｉ簡認の決定的な11ﾘﾉ冊に111〔結し，国際迦貨体Ilillと''1‘界維済そのものの大規模な
編成替えを不可避とする１$態さえ，生ずるおそれなしとしないであろう。
ところが，それにもかかわらず仮に財政赤字の''１１１減が進んだばあい，それ
と労働４Ｍ:性のけ卜とはiili立しないかもしれない。これまでの赤字そのもの
がともかくも総需要をリ|き上げ，設備の史新ないし拡大にともなう生産性|ﾕ
ﾀﾄの可能性のいくつかを災111IするＩｌ１ｌｌｉ(Iiをもってきた公算もｊＭＡで､きないから
である。もちろん今後の設Iilli投盗のjiIjlhlについては，資本11ｲの杣対(illi格や金
利，あるいは鋪ｌﾉﾘ|および第２１０１のレーガン税Ilill改革の効采の加｛１１，ひいて
は景気変!'ｿ1や対外関係のl化移などの銑綜しあう要lklがさまざまな概度に絡み
うる。が，財政赤字の'''１１減と，それにともなうデフレーションが－その紐
度については，近ｲﾄﾞのアメリカと'二１余の111:界との特異なlllI7:依存関係からく
る系積化がとりわけ厄１１↓されなければならないのだが，それが－避けられ
ないのであれば，事態は労働４Ｍ;'ﾄﾞIiの｣をﾂﾄにとってかな')厳しいものになる
補職「新|]'１庄義経済政莱ﾙﾋ11'１」のlUlllHiと股剖５５１
かもしれない。
エネルギーI111i格と労働生産Ｉｌｌｉの関係についても，｜ＴＩ１じょうな'''１題がある。
1970年代の２度のショックにつづくイiilll｛illi格の勅lii1を復習しておくと，8011i
木以後アラビアン・ライトのスポットでいえば，それはひところのバーレル
当たり４０ドルから82ｲＭ<までに３０ドル弱の水準へと1Ｗ「し，ついで83年から
85年末までは27,8ドル1iii後の水準にあった。８５ｲ'1水からそれはさらに急落
し，８６年の後半にはネットバックIilli格でバーレル当たり１０ドル強の底に達し
た。だが，以後はけ卜にllixじて，８７ｲliに入ってlTill7ドルiiii後のﾉＭｆにある。
要するに，７０１|ｉ代のショックが労働生産lVliの_け卜にとってIIL〔|妾・ｌＨ１Ｉ妾に悪影
響を与えたのだとすれば，８０ｲﾄﾞ代に入ってからのI1lli格1,W；は逆の作1Ⅱを果た
したはずなのだが，これからはその極の好影響は望めないかもしれないとい
うのが，その意味にほかならない。
もっとも，illllllli高騰と/Ｍｉ性TWi:の関係はilnfIMM竺されるほどlli純ではな
く，｜天|采関係のllKiiliにはｲⅡ当なlMlliがともなう。が，たとえば高騰がi直接
に，またインフレーションの一|人|をになうことで||Ⅱ接に，資本ストックの稼
動コストをリ|き_上げたために，労働力への代絆が進む似|(,lを呼ぶことになっ
たとすれば，藤Ⅱ}高1111位当たりの安本橡iﾘl量など他の４１情に変化のないか
ぎり，労IIMi産性は低Ｉ､・せざるをえない。また石1111ショックが景気後退に奇
｣jするとともに総投rMl111ilⅡI<ﾉな作)Ⅱを果したとすれば，先の財政赤字llll減の
ばあいと同じ意味で生藤|化にはマイナスの効果があったであろう。設備の史
新ないし拡大にともなう生1韮技術の進歩に多くは望めない。しかもその遅速
を別にしても，このようなばあい，通補労働特ｌ人当たり安本ストックの墹
加率は低下すると考えてよいが，そのこと自体１人？!↑た')実質|正|民総生産の
成長率，したがって労IiiIﾉＭｉ`ｌ１ｉＩ昇率の数字にたいしては－その推計にし
ばしば１１]いられるコブーダグラス型の４１ﾐ朧|塊|数を前提した場合などでは直救
に現われてくるように－マイナスの効果をもつのである。要するに，資本
蓄積にともなういわゆる「縦への深化」も「枇への拡大」も期待しがたくな
る公算が強まるわけであった。
汕(11iと生藤性の|)M係については，なお考慮すべき点が多い。高I|勝がひきお
こしうるﾉ|ﾐ塵水準の低1,.をめぐって，か')に通常の総供給1111級と総需要llll線
５５２ 
による分析の枠iIilIに依拠するのであれば，企業のl1MLZ1i1l11111線の｣二方へのシ
フトを左右する要因としては，エネルギーがどの稗度ﾘＩＩｉﾉﾉ(1りに他の生産要素
で代替されうるかということ以外に，いわゆるエネルギー原11i位，つまり産
出高１１１１位当た')エネルギーiMi品の大小を無視することはできない。国民
総生産ベースではしばしば「川''4Ｍ台`lVIi」とllVzばれるこの数字が，主要先進
同Ｉｌ１アメリカ統済でもっとも大きいことも，よくllil'られているところであろ
う。またilllllllii剖騰がひきおこしうる物Illli水準の持続(|<｣なけ'・にたいして，ど
のような財政金剛l政策が孫１１１されるかということも，総需要1111線のシフトを
/ｉ１右する原因の１つとして兇落とせない。政策スタンスがインフレ抑Ilill的で
あれば，実質ｌＩＩ乢総/Ｍ１の知jUliIりな水準はより大きく低~Ｉくするであろうし，
失業|Ⅱ|避il9であれば－そのことがもたらす｢''1をｌ０ｌｉＩ<)を影群はいま１１１１わない
として－その逆が生じるTil能性があろう。さらにilllIllliの激変をi､ずる相対
Illli格体系の変化にたいして，朧業榊造の１１)編成がどのｲ!i1度柔軟に巡行しうる
かということも，｜Tilじリブ側投入１，tで挫得される総雌ｌｌＩ高の減少程度と，その
後ありうべき|Ⅱ|役に要するllJillllの遅速とに影粋しうるであろう。
この極の多様な要|入|がからみうるのであれば，７０ｲli代のエネルギーイilli格の
高騰が労llill4Mi'ﾄﾞliの低下に'ｊえた影響のｌ化iWi采にさまざまな１Ⅱ述が認めら
れるのもやむをえない。｜J;|氏経済の諸部Ｉ１Ｉｌをアグリゲイトする水準のjU1iiiIを
ふくめ，ｌ((制に)|)いたモデルの榊造に応じて，大きな逆）'11関を認めないもの
から強い悪影響を導くものまで，かな')の変異がある。利111した統計の性格
や対象とするj0111Uの川可によっても，パラメーターの伯ⅢI(度は遮ってくる。
だが，もちろんlllIjjlilll兇|ないし好影響という結采はない。そして－Ｌテイ
タムのばあいのように-70ｲﾄﾞ代について強い恕彩粋を導いたものほど，８０
年代前半については川'''111i格下落の労伽LMilli-側卜にたいする好影響を強調
する結果になる。したがってまた，このいわば一lliWI<｣な，あるいは外的な要
因がilLi減したあとの労伽ﾉｌｉ瀧性の動lfilについては，エ|<実｣i厳しい評Ｉ１１ｉが提１１１
されることになるわけで､あった。
こうみてくると，アメリカ経済における効率`|Ｗ)低下に111《illiめがかかった
か祈かというIlllいにたいしては，ｌﾘl1ilIiiな肯定１１<｣解溶をＩＷ係しておくほかない
であろう。しかも，かＩ)にそれが出せたとしても，競ｲ'十Ⅱ手のml1lhlの如何に
ili了iIi「新|:lIl]主義経済政策批判」のlIMiと展望５５３
よっては，国際的な瀧業(|り競争ﾉﾉの低下が避けられないことなどいうまでも
あるまい。詳論の余1コはないが，この点では，マイクロエレクトロニクスや
ファインケミカルを'''心とした精密機械・電子機器・化学・に1動''1などの諸
産業にみられるように，多数の工程にわたる広範な技術を総合し集約するよ
うな分野で競争力を商めてきた１１本の製造業の動lhlをｊｌ照祝することはできな
いはずである。１１本経済のばあい，７０年代の石１１１１ショックと8Ｍ皇代前半のド
ル高とを通して，雌業柵造にしめる尖端技術＝高付ﾉIllIilli(llk部'''１の比孟を高め
る事実｣この契機が与えられ，結果(I<]にその定着へのI11iilfilが刺戟されてきたと
みてよい。今後予想される濡妥の多様化ないし差異化の流れにたいしても，
これを通して比較的柔軟な対応をTil能にする１根拠が与えられることにも
なったわけである。ところがアメリカ経済のばあいには，｜両化石１１１１ショック
とドル高が，６０年代にもさかのぼりうる産業の空iliil化傾lhlに'121111をかけ成長
力を減殺する作Ⅱ1を采したのだといわなければなるまい。そしてこのような
対照は，紬)可のところ，先にみた労働ノノ・労使|對係・企業経営などの孕む問
題の位相が１１本とアメリカとでは大きく異ならざるをえないということによ
るのであった。
固定相場制提案への疑問さて村上論文が発表されたのが1982年末，そ
れから５年以_Ｌを経てみると，アメリカの経附収支赤字|Ｈ１題のｌ陥郭はよほど
'ﾘ1確になってきたといえる。赤字が何らかの方策で''１Ｉ減さるべき不均衡を意
味するという点では、もはや反対論者は少ないであろう。しかも以上みてき
たように，労働/ｌｉ瀧性をリ|きＩげて国際的な産業('9競ｲﾄﾉﾉの低下趨勢に歯,こ
めをかけうる見通しが急には立たないうえに，財政赤字のＩｌｌＩ柵ilil111題をふくむ
さまざまな榊造的・政筑的要因が絡んでくるのだとすれば，輸出哨大および
輸入削減がどのような)011111と経紳とで実現されうるのかについても，大力は
不透Ⅱ)]な展望しか持ちようがないのである。そのことがアメリカにとっての
みならず，いまやＩＭＬ経済そのものにとって重大な不安定要因に転化したと
いうのが，現状についての多数怠兄であろう。
もっとも，だからこそ''１|題の所在が逆に暖味になったというｲ11ｍも，なお
残るとも考えうる。この点は，１１１Ｉ減さるべき経術収支赤字の漉度を決めよう
５５４ 
とすれば，ただちに'ﾘＩらかになろう。経粥jlX文フローだけを切り離すとし
て，そもそもそれはｲﾄﾞ々バランスすべきものかどうか，その赤字が許される
とすれば，たとえばそれはＧＮＰにたいしてどの漉度まで可能だと判断すべ
きなのか。あるいはストックとしての対外純傭務残高との対比でいえば，完
済まではかならずｲ1Ｗの)A(字を途成すべきなのかどうか，その必要はないの
だとすれば，どのような水準の残高にたいしてそうであると判|#｢すべきなの
か。この秘の設llllにたいしては，将来についての｣Ｍｎしのり(Ⅱ何に応じて多様
な解答がありうる。というのは，すでにみたように，アメリカの経常収支赤
字（およびそれと裏表の|對係にある資本jl)(文の鶚字）なるものの意味が，｜正｜
際的な分業と交換からくる利抽の，ある時１１１１のlI1IViを皿しての実りilという態度
にかかわりうるからであった。経常フローや債務ストックのどのような水準
の赤字が，具体的にアメリカにとってそうであ'）うるかについての判断に，
一義的な解答はない。llillillIjW大や輸入１１１１減にからむ諸妥|人|についての評Iilliの
伽Ⅱ何によっては，樂積悩務の力||速的な増大をllll避しうるかぎりにおいて現状
を容認する見方さえありうるであろう。これを一力の極とすれば，他方の極
には，基DlilIl通貨としてのドルとアメリカ経済とにたいする信認はすでに動揺
をきたし，いまや国際jjn貨体IIiIlと１１界経済そのものの大規模な細成稗えが爆
発の危険を'''１近にはらんで進行しつつあるのだという兄力もあることになろ
う。いずれも少数意見にとどまらざるをえまいが，将来の見通しがかかわる
ばあいには'''１腿への解答が靴しくなるということの適例だとしてよいはずで
ある。本章は具体的な解秤を提出する場ではないが，以｣当の検討からして現
状を容認する見方には勺しえないということだけは，ここでも強調しておき
たい。経常赤字や系祇依務が|玉|際分業利柿の実現という意味をもちうる展望
はもはや乏しく，覗態が放腿されれば世界経済そのものにili大を局而の勃発
する可能性も皆１１Ⅲではないであろう。１１t界経済体Ilillの危機は，村上論文の発
表時点よりさらに深化したとも考えうるのである。
では村上説は，レーガン政権が発足して２ｲﾄﾞ'二|という段階でアメリカの経
常収支赤字と系横憤務'''１腿のりＭＥを予見して，危機を来')切るための新たな
世界システムの柵築をいちはやく訴えるものだったのであろうか。先見のlﾘ１
や国際協力への情熱はもちろん高く評lllliされてよいが，ここでｌ１Ｉ１題にした
｜(Ili章「新|と''１１と臨義経済政策批判」の|iⅡMIiと腿望５５５
かつたのは，経常収支のアンバランスにたいする評I1lliの基準がlﾘ)Wiiでないと
いう点なのであった。当時のアメリカ経済を具体的に展望したうえで，その
経常収支には足]|芒を要する不均衡があるという判断が~卜されたわけではな
い。したがってどの職度までアンバランスが途Jliされなければならないの
か，そもそもなぜそれは辻jliされなければならないのか，などの'''１題も一切
提起されてはいない。結局はＩｌｊ説になるが，変mj1jHl｣Ｉ笏Ilillを「幻想」にすぎな
いとする議論は，経常収支の均衡を論ずるさいの時''１１の||'､iをどうとるかとい
うｌｌｌｌ題を伏せたまま，均衡を望ましいものとする１１冊黙のiiii提と，変動Ilillが均
衡を達成しえなかったという判定とを合成したものにほかならなかったので
ある。
だが，そうだとすれば，幻想を兎ｌｌＩｉし「主要先進|正|のuil定為替レートの設
定」という形で|玉|際協ﾉﾉを実行しようとするさいの基準も，不lﾘ1確なままに
とどまらざるをえない（節６節，ｐｌ４８)。念のために，つづく対吉富論争の
過程での－｢I米関係の将来を82ｲﾄﾞ末から83ｲ'&初頭までのllJi:点で肢望しつつ
出された－次のような提案にそくしてこの点を{iⅡ;認しておこう。すなわ
ち，今後はアメリカが失うであろう資本輪11｣,企ﾉﾉを|]本が同代りせざるをえ
なくなるため，１１ルートは「維常収支をバランスさせる水準よりは円安にな
ろうとする傾lfT1」を示すだろうが，それにたいして'三l米iilii国（をふくむ先進
諸'五1）間では「為杵レートを|H|定化する力向で「均衡破壊(1<)」を動きを防ぐ
方が政治的に賢'ﾘ|ではないか」というのである（｢lⅢ経済の何が転換しつつ
あるのか」ｐ83)。ここで「『均衡破壊的ｊな動き」とされているのは，吉富
論文からの表現をllixlllしつつ，経済的ファンダメンタルズの良好な国での通
貨Iilli値の下藩や，逆にそれが恐い|正1での皿貨I1lli他のけ卜によって，経常収支
の－前科の黒字および後打の赤字というかたちの－アンバランスが，双
力でいっそう拡大する事態を指していた（iLn訓＃「新'二1111主義の歴史的役割」
pl23参照)。要するにこれは，「経術収支をバランスさせる水準」の為替
レートを算定することができるとしたうえで，市場の実勢をおそらくは大き
く超える円高・ドル安のそのレートを固定化するための，｜正|際的な政策協調
を主張したものにほかならない。アメリカ議会の1lilⅡ(ilをふくむ当時の[1米の
政治経済関係からすれば，少なくとも為替レートの力lfilにかんするかぎり，
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当然ともみえる提案だったといえるのかもしれない。
だが，「経術｣|x文をバランスさせる水難」の為枠レートがどのような時|Ⅱ］
の'11mを念頭において算定されるべきなのかについては，ここでも一切言及が
ない。もちろん分析の|=|的によっては，外'五1為替ilj場における需要と供給を
為杵レートのみの|則数とするモデルＭｊ)１１である。が，たとえばアメリカ経
済について，労llill('１隙'lVIiのｲ'1対的な－つまりｌｒＩ際(l<Jに比較された￣｣二昇
率や財政赤字のＩ１ｌｌＩｉｉｌｌＩｌｌＩ１ｌ辺にかんする見通しをⅢi与としたモデルで「バラン
ス」レートを算定したとしても，それがｲj効でありうるﾉﾘ''''1はごく限られた
ものに留まらざるをえないであろう。労働/Ｍ:性のｲⅡ対ｉｌﾘｰﾋﾀﾄ率の変化は第
１次的には|正|際的な産業(1<｣競争ﾉﾉの変化によるlliiiill11の変動を通して，また財
政赤字のＩｌｌｌ減鋤|(ilはおなじく|玉lLC所得の変化によるIliIiii人の変Iillを皿して，そ
れぞれ外国為替の供給と需要とをシフトさせるであろう（たとえば労働生藤
性の杣対的｣土昇率が下落し，あるいは'1ｲ政赤字Ｉ１１ｌｌ減が進まない場合には，新
たな「バランス」レートは当初のものよりもさらに''1商．ドル安でなければ
ならない)。これらの要lklを外ＺＩｉ変数化するということは，村上説型の提案
が視野に収めるべき時'１１１の111mを１１Ⅲ祝することにつながる。８５ｲｌｉ９)三|のプラザ
合意以後の急速なドル安にもかかわらず，アメリカの経↑|↑収支に根本的な改
善がない点については，Ｊカーヴ効果をはじめとして考臘すべき要囚が少な
くない。が，当I1iの政策論議にひきつけていえば，この］「態は為梼レートを
,Ilii-の内生変数とするモデルの限界を示すものとしてよいのである。
このタイプのliiil定+'１｣;勝Ilillの提案には，別の弛州もある。かりに「経猯収支
をバランスさせる水準」の為特レートを|]指すという総論については合意が
得られたとしても，バランスを達成するために必要なⅡ州|をどのように兄込
み，具体的にどのような政策丁･段をとるべきかについての判|折は,関係各1ｴI
lIilで異ならざるをえまい。したがって，実際には特定の'１１i:点にかかわって掲
げられるほかないMjl定化の具i/Ｍ９なIilHをめぐる各論については,‘最終的な合
意の得られる可能'Vliは小さいのである。３tl実のIIJ:''１１のなかでは，いまも兄た
ように，為替レート以外のさまざまな要因が絲常収支のｉｎⅡfT1にからむ。その
バランスを達成するためには，おそらく為衿レートのほかにそれらに影響す
る政策諸手段のｲﾙ川が必要になると考えなくてはなるまい。労働生産性のり’
illi噸「新｢Ｉ１ｍｉ義絲済政莱批判」のlIlMiと腿!;iＵ５５７
１ｈげにⅡ![接''１１接にかかわるようなlWijM(策を別にしても，比較ｉＭＷｉい－た
とえば数カノ1から１，２ｲ|ﾐというような－)011111についてさえ，財政金融政
策をふくむ諸手段を、して各|玉||ﾉﾘの需要11ﾘﾉlhlをIlill御する必要捌化るかもし
れない。変11ﾘﾉﾄl]場IIillへの移行以後，とくにJlIi粋なＪカーヴ効果が苑/ｌＬたば
あいなどにしばしばili11されたように，ｉＷｉ１Ｕｌについてはiliiii出・Dliili人の｜llli格
(為棒レート）リ１Ｍ性は小さく，しばしば〃ilMLﾘ!|iﾉﾉ性に大きく劣るため，経粥
収支のバランスを衆Ｉ命令とするかぎl)，｜ﾉﾘ裾のIlill御が－できればそのﾉﾊ（
にかんする|玉1際ｌｊｌ制1が－必要になるTi｢能lvliは高いとみてよいであろう。か
つての金本位IliIのもとでのいわゆる「ゲームのルール」は，赤字[K|における
ﾘ|締めと)A(字ｌＥＩにおける緩和とを要iiiliするものだったという意味で，ｌﾉﾘ粥の
Ilill御にかんする|玉1際|)１１,訓l政策とみうるIl1ll1(liをもっていた。リil在の変11ﾘjlMliill
のもとでも，為杵レートの変化をjlnずるfY別ｲと非fY易11ｲのﾉ'１１対Illli格の変化
がこれに｣|Xって代わったというのではなく，経済的ファンダメンタルズの弱
いＩＨＩにおけるリ|締めとりj】い'玉|における緩和とをjljlllとするI1ilらかの「ルール」
の必要が残るというﾉ１１Aでは，おそらく根本的な変化はないと考えてよいので
シンク回ナイゼーシヨンある。一般的に，；;｛気i1ili環の|玉|際(l<）｜同Ｉ訓性がTI｢典的な金本位111:代に劣
るということも，「ルール」の必要を文排するものといえるかもしれない。
だが，１１正|の財政政筑や金融政策が内需をIlill御するうえで少なくとＭｍＯｌ
的には有効であるとすれば，まさにそのゆえに，それらは経術収支のバラン
スよりも物｛111iや扉lllの安定を優先||IlOとせざるをえないかもしれない。たと
えば，ある'玉1の政策叩而)にとって物I1lliliｹﾞﾄ率が|=|標('11[の範llll内におさまり，
)ii11llもいわゆる'２１然失業率の近傍にあると判'1ﾘ｢されるような場合に，外|玉|の
維術収支をバランスさせるべく11ｲ政金融政策を苑Iﾘ)することが要請されたと
しても，それが受け入れられるTTI能'Ⅱ;は小さいであろう。このような場合に
は，｜:Ｉ１Ｉｌの経術収支の洲整をI=|(|りとする政策変更でさえ，靴しくなるかもし
れない。為替レートの変化という丁･段が|正|際収支の洲幣にたいしてはすでに
１１;'１り当てられているとしたうえで，’１１災191(I<｣にみてｲ||当な効果をそれに期待
するﾘ１Ｍ性オプティミズムの考えﾉﾉがもたれているならば，その'正|の物I1lIiや
雁)１１が右のようなI1ML1(l<ﾉな状況にあるか否かにかかわらず，｜同|じことがいえ
るであろう。あるllilの政策当局は，しばしば失業率と物IllliL昇率とが少なく
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とも短期的には逆jNI関の関係にあるとみて，そのUil況を変史するために，そ
れに直接的な影響をもつ政策手段として財政金融政策を擁川するかもしれな
い。その結果生ずる|正|際jlx支の変動にたいしては，知ｊ０ｌｌＩＩ１の介入が必要な若
干のケースを除いて，ノｉｆ本('１にはTlj場の需給関係を皿ずる為替レートの変iﾄﾞﾉﾉ
で対処するほかないと考えているかもしれない。このような場合，経常収支
のみのバランスを優先させるという'三|的のために，為替レートを市場の実勢
に逆らって変更する必要のあるようなＩ正1際ｉｌ０なlIhl定化への合意が，どのよう
にして成立しうるであろうか。かりに成立したとしても，その「合意レー
ト」のもとで経常収支のバランスをﾙ||特するためには，主椛|玉|家が事実｣二選
択したものとみなせる失業率と物I11Ii上昇率の組み合わせについての変史を迫
るような，財政金融政策の発動が必要になるのだとすれば，ｌｌＩ１題のl玉|際的な
合意をだれがどう伽lillしうるのであろうか。
財政赤字削減の困難lTlｲ'１のアメリカの経粥収支赤字がⅡＩ減を要する不
均衡を意味するということ，そのためにはドルj111場の下落だけでは不十分
で，財政赤字のＩ１ｌＵ減をふくむ諸手段の併川が必要であることについては，す
でに触れた。それがＩＭＬ経済の不安定要lK1にlli入化したという判|折と，した
がって果敢な緊縮政莱への要求とは，むしろ諸外|正|のI!！'|で，少なくともその
一部でより有ﾉﾉだといえるのかもしれない。だが，かりに緊縮が陸|際的な合
意になったとしても，アメリカ自身による選択が実現する児皿しはなお不透
１１)[|なままなのである。これは１つには，８５ｲli9)]以後の急速かつ大I1Fiなドル
杣場の下落によって，産業の競争ﾉﾉが高まりDliilii出最が１１４人したということと
関係がある。労働/Ｍ:性のﾉ'１１対的な上芥に裏付けられたものではないにして
も，それがたとえば以iiilに失ったlliih出シェアを一部で１１１|復させつつあるとい
うような状況がLIiずると，Ｉ|ｲ政赤字がドル高と結びついてjliiiii出の停滞につな
がったそれまでの事態にくらべて，少なくともIllil々の産業や企業の側からす
る削減への動機がりりくなるのはやむをえない。絲術収支赤字の要因も，直接
には輸入Iilli格の_'二鼎や対外累積(j1i務の利払いなどにIitﾉｌＫを移しつつあるとい
えよう。
だが，連邦赤字の根はもっと深いところにある。その1つが全支出の５割
Ｉｉｉ肺「新lLIlll主義経済政筑批''１１|」のlmMiと腿望５５９
をこえる広義の'１ﾊﾞﾈ||:|兇|係識項１１にともなうI|ｲ政の砿illl:化であって，とくにil1i
避者物{llli指数にスライドして１１１１格粉への'二1川lりな)i〃1+ﾄの支持を保証するエン
タイトルメントノＩ１の給付は，それを象徴するものといわなければなるまい。
この給付にたいしては，スタグフレーション１０１に文１１１，の杵1Ｗを招くうえに受
給哲を過度に利することになるというルヒ11'１や，いまやLLi初の'三|的からは逸脱
して事実｣｡''１〃illlliｲ以｣:にとっての「冊||:の椛利化」を意味しつつあるとい
う批判もあるが，岐人のｌｌＩｌ越点は，やはlMlIi品の余地がないということであ
ろう。起源はil｢いが､１１:接には70ｲli代''１期にさかのぼ')うるこのタイプの給付
は，しかしレーガン政椛卜で逆に拡大した。もともと「人きな政府」にたい
する「納税粉のKiiiL」がレーガバ洲の１つの背;;（をなしておl)，非|正|防iHj
のＩ１ｉⅢ減も試みられはしたのだが，貧Uil救済｢Iり文Ⅱ１，の1'''１減が｜||対的に大きいわ
りに社会保険ｲＭｒＩｌｲ政などには根本的な改11'１:が及ばず，冊11:|正|家化の流れを
逆jlixさせるという当初の|Ⅱ|<ﾉも訓$実｣1放棄されることになったわけである。
60年代および70ｲ卜代''１頃までのかなりの編ﾈ||:|玉|家へむけての進展が，｜玉|防費
の仰Ilillないし絲済jjM模に比しての低1,.を許す環境のもとで可能になったのだ
とすれば，’五|際｢lりなiI(〕|ﾄﾞﾉﾉのＴＩＩﾘｶ】化をも標枡しつつ幾場したレーガン1吋政の
もとでは，逆にパターか人砲かの二者択一にともなう緊張'1M係が強化ざれ剛
ｲＩＩＬてくることになるのはやむをえまい。しかも減税によるインセンテイヴ
でパイを大きくする試みが，少なくとも今までのところでは「呪術」に終る
公算が大きいとなると，節度を失った財政赤字の衆械という以外に具体的な
解答はありえなかったであろう。－とはいえ，外|正|人が責任を負う必要の
ない立場から後知忠でレーカソミックスのｲ《幣什をルヒ判することはやさし
い。その矛１１iはむしろｲ|:全的統合をllli｜寺しつつIlikM川をlIiilえいこうとするア
メリカ|÷|身が抱える矛1両の，いささか屈折した衣ﾘilであったといえるのかも
しれない。
いずれにせよ，Ｉ|ｲ政赤字の１１１１１減Ⅱ１１題にからむ諸JM1iをかいま兇るだけで
も，政策諸|]標の設定や優先llm付を決定するのはひとまずその'五''二|身である
ほかない，という当然の|兇l係があらためて了解されてくるのである。’11界経
済の不安定化を愛Iilj(する外|玉|人にとって，経術｣'１文赤?↑２の''１１１減としたがって
果敢な緊縮政策とへの希求がいかに切実であろうとも，アメリカの現状は４１Ｆ
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実上これらに優先lllH位を置かせてはいないのだと受け｣|きめる以外にないであ
ろう。アメリカ国内においても，財政赤字WＩ減の政治的な実行可能`性やデフ
レーションへの懸念をとりあげて，経粥収支赤字にたいしてはドル相場の下
落などの手段で対応せざるをえないとする－事実上の選考を自覚的に表1ﾘ]
した＿意見さえ－部にある。｜玉|際的な観点から政策|=|標の優先lllrj位に変更
を促そうというのであれば，選択肢を鍛え直したうえで，変更がアメリカ自
身にとってどのような意味で利益になるのかを具体的に示さなければなるま
い。そのさい，たとえば財政赤字の容認とドル安の並行がアメリカ経済にも
たらしうるものが何であり，それにたいしてTIT場がどう反応せざるをえなく
なるかについての兄JlXり図が添えられてもよいはずである。あるいは経粥収
支赤字をファイナンスする外'五|資本がもはや民１１M部'''１に限られなくなってい
る現状に鑑みて，ilj｢場に過剰反応が発生するばあいの通貨当局杣亙の対応に
かんするシナリオが併記されてもよいであろう。が，いずれにせよ，村上説
型のlHl定)H1場制の提案に決定的に欠けているのは，それが関係諸国に受け入
れられるための条件の具体的な検討という点であった。したがって，それが
新たなｕ界システムへむけての1通|際協ﾉﾉの一環とされうる根拠は何かという
問いにたいしても具体的な解答は提示されていない。そしてこれは，すでに
強調してきたように，経術収支のアンバランスを評ｲilnするさいの基準が村上
説では明確でなかったということと密接に関連しあうものだったのである。
弾力性ペシミズムと「システム危機」以上で検討してきたのは，変動)'１１
場制を「幻想」にすぎないとする議論の２大榊成要素のうちの１つ，すなわ
ち経常収支の均衡を論ずるさいの時''11のll1Fiをどうとるかという'川題を伏せた
まま，均衡を望ましいものとした村上説の'１箭黙の前提に関するものであっ
た。もう１つの榊成要素，すなわち変Jilllillが均11Wを達成しえなかったという
判定については，もはやここでは検討する余裕がない。たしかに主要諸匠|の
経常収支の年度別にみたアンバランスの税度は－村上論文が視野におさめ
る82年頃までをとるとして－変動jl;１１場Ilillへの移行の以前と以後とで大きな
相違を記録してはいない。２度の石汕ショックに起lXlするものなど，移行後
のアンバランスについては考慮すべき事情が少なくないが，それにしてもこ
１１脚「新liIll15ii義経済政策批判」の'1Ｍと腿望５６１
の事実は当l11j:の変動Ilill支持諭特の)９１侍を裏切るものだったといえよう。村上
説が位置するのは，おそらく議論のこの層である。が，この点については，
当該国の輸出.Iliili入のI111i格（為替レート）リlMlLliをとくに知期について規定す
る諸要因や，三LL要関係|冠|をめぐる景気１１１１i環の波艮と位ｲllをとくに|玉|際的lTil調
性の観点から具体的に検討する必要があるほか，絲術収支のアンバランスに
対応する資本収支の逆のアンバランスを可能にする各国に共皿の関係につい
て，ある栂度一般的な検討を〃||えておく必要もあるかもしれない。
たとえば経常収支赤字|正|にたいして，金利裁定iMrの流入による資本収支
の黒字が対応するケースを考えてみよう。この流人には先物外貨の購入がと
もなうが，｜可|玉1迦貨の先行きをめぐって，経常赤字に111米する１Ⅱ場下落の圧
力が下限に達し反り脆くして上昇予想を生むにいたれば，外貨の現在の先I刎１１場
が将来の直物j１１１場を」1m|ることになるかぎl)，先物iIj場では査金流入にとも
なうI購入を相殺するところの外貨の投機的売却が生じうる（このばあい同ＴＩｊ
場について高い先物レートが供給噸と需要減を，逆が逆をともなう通常の
ケースをと')，いわゆる不安定化ｉＩり投機を考えない)。ところが，赤字l玉I通
貨をめぐるこのような反iliパしての上昇予想は，実際には強気筋と弱気筋の混
在からくる需給の交ｶﾞﾙをjlnして，したがって予想に影鯉する諸要因を経常収
支要因が十分に凌燗するほど赤字が大きくなって初めて/ｌｉみ１１%されることが
多かった。もちろん紙iWr収支の赤字に['１米するｲ１１場1,.淵の圧ﾉﾉは，為替当局
の介入も資本移動もなくlnI収支だけが為替需給を榊成するというような仮想
的なケースにおけるほど，顕在してはこない。が，それは反ili瓦しての上昇予
想を生み出すにいたるほどﾘＭ１ではあったとみうるのである。このような関
係を生み''1,す諸ﾉﾉが名匠|に典jmに働いていたのだとすると，経常収支が不断
にバランスする必要はなく，各年のある程度の赤字にも溢水収支の黒字が対
応することになろうし，為杵レートの変動も，｜iljl定ｲ'１｣洲'１ﾉﾘ１とは異なり不|折
にあるいは各ｲ|きごとに赤字を解111Ｉする－というのではなく，すでに杣当な
程度に達した赤字にたいしてその調繋機能を発椰しうるとしてよいことにな
ろう。Ｊカーヴ要因や景気１１iii環要因がこれにからんで事態を鉗綜させ，さら
に石油ショックのような外的事情が織り込まれてくると，変動jH1場ilillへの移
行の前後で各|玉|各イトの経粥収支赤字の秘度には狐杵なｲⅡ述が記録されないと
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しても，さほどイ《All､識ではあるまい。
変川||｣勘Ilillは絲ｆｌｉ収支の均衡を達成しえなかったという村_'二税の判定が，
たとえば70ｲ|弍代についてどのような要lklの検討を紙たうえで提'11,されたもの
なのかは１．分にＩﾘ|らかでない。もちろん論文節３節のなかには，経附収支と
fli本収文にかんする逆ﾉﾉ|ｲilのアンバランスの対jUl兇Ｉ係を，為杵レート予想の
形成にかかわらせて検討しようとするlIill分が含まれてはいた。だが叙述のノノ
点は，すでにＩｉｌ柵したように(a)系ﾀﾞ１１と(b)系ﾀﾞ11を|唆Hllしたうえで，ｉｉＷｉ･の「綱
ﾘ|き」における優劣を比較することにilrlかれていたわけである。広義の政ifi
継済的なl1il際勢ﾉﾉ分ｲＩｊにおけるﾘｉｌｌｉｉｌをiii脱したうえで，為桙|;||場に影響しう
る条件の変化が苑/|iした場合に，｜i1lJiliMjlX文の}A\i:に起因する通貨Illlilil[の
｣２ｹ卜が，それによって惹起された経常｣'１文の赤2i:に旭|とＩする皿貨IillilllIの1Ｗ{：
)[ｾﾞﾉﾉをⅡull)，ｌｌｉｌ際収支が'11場の間位二Ｍ(を定椅させつつバランスしつづけ
るという:１１１態一あくまでも隈ｌＩＸｌ)を淡くしたllliill'１にとどまるのだが，これ
が村_上説にとって４.実に/|iじる迦|奥|としてそのiil能lVliを１１１認したいところの
？'「態だったのではあるまいか。「綱リ|き」の勝折･は(1))系ﾀﾞ'|であって，為林
レートの変1Ｉｉ１ｊはこの強IFilの経術収支赤字を解111iしえないということになろ
う。こう解してよいのだとすれば，これはW印11(ＭにおけるドルⅡ|｣勘の雨i位
をIll1論化の索)Ｈとすることによって，いわゆる「ｲ｢１１に城いドル」というｌｕ
侭を為杯レートの了想形成にかんする'１１)(説へと一般化しつつ，変動ｲｌｌ場附'１の
継常収文訓|終能ﾉﾉを判定する'二1税の論拠にまで高めようとしたものにほかな
らなかった。
では，維術収文一実物一経済｢'リファンダメンタルズの系ﾀﾞ'|にたいして，安
本収支一金剛l-llj(WL1経済('リファンダメンタルズの系ﾀﾞ'1が勝利を収める_'二記の
４１態は，村１１脱にあってどのような11州lil<)視1Ｗ)もとにそのﾘTl実１１<Jiil能』|vIiを
確認されようとしていたのだろうか。これに対する1111:接の解答はない。が，
｢実物経済の'五|際的均衡状態」の想定をスミス(I<ノヴイジョンヘのｲ訓''1告白に
すぎないと|祈定するときの先に(iⅢ柵した１１吻からすれば，祝111Fがｉｎ)ij01に|U（ら
れていないことだけは(ｉＩｉｉかである。いうまでもないことだが，変![ﾘ｣}||場Ilillへ
の評I111iは，たんにレーガノミックス1,.のドルｉｆ川だけでなくその後のドル安
)０１にも，もちろんサプライ・ショックとスタグフレーションの70ｲﾄﾞ代にもつ
i11Tlii「新'4''''三ii義継済政策lltll(11」の'１Ｍと股望５６３
うずる枠組のもとで行なわれるのが望ましい。このIIill度のもとでは経常収支
のアンバランスがｲ《|折にあるいは各イドごとにl1ifilliされなかったとか，当Tniは
それが維持させられるだけでなく逆に拡大させられたとか，そういうことが
持続する期1Ｈ１はもはや「〕LLil｢li」と呼ぶには｣史すぎるようにﾑﾘ､えるとか，為替
レートの訓|雛ﾉﾉはアンバランスが大きくなってはじめて，しかもかなり緩慢
に作mjLたにすぎないようにみえるとかというようなⅧ(態は，このIlill度の'1（
界を示すものであり，文持論料の)０１侍を典切るもので､はあったかもしれな
い。だが，村Ｉ論文の今節を迦して，変勅ｲlljj》lillillの維附｣|X文訳l整能ﾉﾉにかん
する限界を脂l11iすることと，その全i(iiil<ﾉな火！('１をｌＩＩｉｌ折することとは別であ
る，という点についての'41党を示す叙述にはⅡ}会わなかった。さらにたとえ
ば，Ｊカーヴ典ｌｋｌや)鮫Ｗ(環要lkl，あるいはいまiMilliにみたかたちの裁定＝
投機要因などが異なるタイミングでからみあい，Ｊ'1態をf冊綜させたのかもし
れないというノノ|｛'1での，具体的な言及を苑),Lすることもできなかった。この
ような状DIIは，Ｉ１Ｉｌｌｉ述のように村Ｉ説が''１災111Ⅱl<ﾉな懲味でM1i1ﾉﾉ性オプテイミ
ズムに反対だとlIIiillllされるということと，イ'1ﾉﾉ:にlHljluしあっている。その反
対論も実iiiliil<｣な分析に）,喋づくものではなかったといってよい。この点をふく
めもはや立ち入る余裕がないが，村上税1Mのいわばllliﾉﾉ'１ﾉ|ミペシミズムが多数
意見とは異なるようにﾉ１１Aわれるということだけは''二ililiしておきたいと思う。
なお以_上に'1M逃して，８２ｲ１１後半当１W:のアメリカにおける高金利の'１１米と影
響をめぐる論文４節の叙述について，杵rのコメントをつけ力Ⅱえておかなけ
ればならない。１つのｌｌｌｌ題は，その１１１未をめぐって「超抑IliWの貨幣政策」
の効采を検討するさいに，どのような'1(IillI1の'''１iiが念ljnにおかれているのか
が，ここでも1ﾘllilliでないという点であった。l1filW供給llllllillの金利_上昇にたい
するいわゆる流11ﾘﾊﾞ化効JIL・所絲効来・インフレ｣０１荷効果などの|刑'１がないこ
とも，おそらくこのﾉﾊ(に|兇Ｉわると考えてよい。また貨幣lTtのlIl1IlilIがインフレ
鎮静化の無視しえざる背承であったことは(ｉｌｉかだとしても，他方で当i(iiのjU1
l1U（81-82年）におけるそのllL1半j111統計品はｲ|帷11なiliLiFlj下をも示していた。
それが金融安産の｣|X猯にかんする将来へのｲＷ|淡'vliを商め，ある穂のリス
ク・プレミアム効来を苑}11(することはなかったのかどうか，という''１１題Ｍｉ
じうる。さらに「|彫りＭ１の}Ｉｲ政政策」が高金利にZrlll(したｲ111度についても，
５６４ 
少なくとも82ｲliiiii半まではそれほど人きな赤字lllmがiiU録されてはいないこと
からすれば，よ')]>:ち入った検討が必要になるであろう。投資減税と力Ⅱ速度
'１１１〔jillをふくむ81ｲ１１のいわゆる謝り１１リルーガン税IliIl改jIl1fが，かりにこの'１Ⅲlす
でに設IIliの更新や}〃(人を促す効采を苑１１１(したとすれば，投資収抽率の｣１ｹ卜な
いし|:ｹ１.見通しからくる査金濡給のjli辺が金利のﾘﾐｾﾞ'T(l<」な｣ﾕｹﾄに符｣ﾉ･するＩｌｌｌ
係もありえたかもしれない。村上税のばあい，高金ｲ１１１の''１米をめぐる1品幣政
策と}|ｲ政政策のllMjuiはかならずしも1ﾘl(ｉＩｉｉではなく，せいぜいiiii記のかたちの
雛I1l1を１１.能にするにとどまる。したがって超lIl1IliMl1の貨幣政策が「全体のつ
じつまをあわせるⅡlli-の手段」として益｣;ルしたというllliりﾉﾉMl1当にjilIi解な
のだが，それもたとえば'二証のようにiifI効采が|刈りされず，そこから提起さ
れてくる１１１１趣が芯撤されていないということと無|兇Ｉ係ではないはずである。
高金利の影響をめぐる叙述についても，１点だけは}行燗しておきたい。ア
メリカの財政余ＭＭ(策に端を発したｲ《UILがＩＭＬ政WLi経済体Ilillの危機を醸成し
たというばあい，その|人|采UM係がどのような次jICでi没定されているのかがｲ《
lﾘlなのである。最気の好lliZiが危機をＩｌＷｉするのかとｌｌＩｌわれれば，秤えはIﾘ|ら
かにTIfとなろう。ユｌｌ災，この論文発表ilh:後の82ｲ'２１２１１，イｌｉ度別脂標でいえば
83ｲ'１からの一応の－しかし突町I<)には|;||対(1りなi鳶i金利のもとにおける－
好lliKにもかかわらず，その後のzl不態は危機の緩和ではなく深化を示している
というのが，村｣1税の延長線Ｉからえられる解答にならざるをえまい。さき
に「序」と鋪１節について1ilii認したように，危機の根底に横たわるのは，’11：
紀を111位とするような技術11[新の人波と，その具Jilとしてのi11iil久illl1lillｲ等需
要の燃発とがすでに飽和したというﾘﾄﾞ態のはずであった。だからこそ，この
戦後の'１界政7台経1斤体Ilillは別名「2()lll紀システム」とも'１１Fばれ，その危機は
jWi1Olの１１１'i環によってilLl:接に左ｲTされるのではなく，いわば超及１０１の波1M)にか
かわるWli造('<ﾉなものとして「システム危機」とも命ｲﾉlされたわけなのであろ
う。』il状診|折を体Ilill認識にlliji化させるためには，flli線した'１，１路をilil脈成する
ための'21党(I<ﾉな手続きが必要なはずであって，たとえば他の箇所ではかなら
ずしＭＩＩ視されているわけではない畑Ｕｌと長)(１１，１，１i環と|川造のような|又別が
本節では生かされていない点にこそ，むしろ［|身の立論の根拠に響きかねな
い危機懲識の緊迫が示されているようにﾉ,1Aわれる。
袖章「新|と１１１１主義経済政策批判」の|Ⅱ１噸と展望５６５
「『新日１１１主義経済政策批判」のｌｎＩ願と展望」という表題からすれば，村化
論文の核心をなす２つの部分のうち，「変動為替レート幻想」ではなく「新
ｒＩ１ｌ]主義幻想」を先にとりあげる接近法があったかもしれない。が，そうし
なかった理由は「変動為杵レート幻想」論の具体的な検討に入るまえにすで
に述べた。実のところ「新'二''１１主義幻想」論の部分についても，いくつかの
ＩＨＩ題点を指摘することができるように思う。すでにみた労働市場・貨幣Tlj
場・財市場という村Ｉ説による新lfⅢ1主義の３つの特徴づけにそくして，llllf（
にそれぞれｌ例だけを挙げるとすれば，第１にフリードマンによる批判以後
の一般化されたフィリップス1Ⅱl線をも「名'二|賃金上昇率決定のありﾉj｢を示す
関数」とみてよいのかどうかという点，第２に古典的ならざる「新」貨幣数
量説の特徴づけの１つとして踵jU1LMllll線の正直１１４iを指摘することが適切
かどうかという点，第３に投資と11j:蓄の長期均衡化過程の'''心に利子率をお
くのが新目１１１主義のスミス的ヴィジョンだと解せるのかどうかという点，な
どがそうである。これらはｌＭ:に|對迎しているはずであり，つきつめると村
｣二税による３TIj場のようなかたちで新I÷1｢１１主義を特徴づけることが妥当か否
かというIHI題を提起することになるかもしれない。
もともと村I1型「新pll｣主義経済政策批判」の榊造｣二のｌ特徴は，２つの
核心部分のあいだにむしろ肛接の関連を設定しないという点にあった。つま
り新plll主義の立場と変動為替レート支持とのあいだに必然的な関連はない
(変動相場Ilillを支持する非新自'１１主義経済学者も多い）として，「新nII1主義
幻想」論と「変ilﾘ1為替レート幻想」論とをひとまず別ｲllilに展開するかたちを
とっていたわけである。そこで，たとえばマネタリスト的な腱期定術モデル
を取り上げて，為替レート決定理論としての嚇買力平ｲilli説の不備を突くと
か，フリードマンのフィリップスｌｌｌ１線批判・新貨幣数量説・Ｔｌ７場機榊ｲ言頼論
など一連の新自'11主義的主張が，そのｲi名を変動j１１１場ＩＩｉＩ擁護論とどう関連し
ているかを検討したうえで，双方を批判的に総折するとか，というような榊
成にはなっていなかった。「『新自ｌｍﾐ義経済政策批判」の|Ⅱ|願と展望」と題
した本章が，しかしひとまず変動ｲ１１場Ilillと国|壕収支の事実関係を扱うさいの
視角をめぐる論点をDIilllにせざるをえなかったのも，変動相場ＩｌｉＩへの村－ｋ税に
５６６ 
よる批判の視角にそくした|附成をとるほかなかったからであった。だが，
｢変動為杵レート幻想」論を貫く,MA考の習|貧や論1111の枠組は，深いところで
｢新ロⅡＩ２ｉｉ義幻想」論をもｆｉいているはずである。本稿を準illi稲としてｌｉｌｊ
｢幻想」論にたいする批判的検討に決着をつけ，もって新|告''1にiﾐ義継済)Ｍ`｜
への評(llliを1ｉｉｉ左するための拠ﾉ,!（(をW1i:保することが次の洲越である。
[注］
(1)村｣:泰兇「新'４１'''三ii義経1舟政策lltl4l-複合幻想の経済政策」（｢'１１央公
論」1982年12川，のち「二十'1紀システムの衰退一新ｌＬｌｌｍｉ義経済政
策ﾙﾋ判」と改越し，粋｢の，しかし'ﾉﾘ容的には少なからざる意味をもちう
る衣Bil-上の改訂を経て，ｌｉＷｆ『新'''''１１人衆の'１Jｹﾞｲｕ（l984flil川量''’’'１火
公論ｲ|:）に|ﾘ録。
(2)Ｔｌ｢冨勝「新｢'''1主義のlli肌'１<ｊ役;';'１－村｣二泰亮氏「新'41111了i:義経済政莱
批判」に応える」（｢''1央公論」1983ｲＩｉ２Ｉ１）
村｣二泰亮「lⅡ:ｿ１１経済の何がIli入換しつつあるのか－吉樹勝氏の批判に応
えて」（｢''１｣)(l:公論」1982ｲli4)])，のち「'1界経済解体のりilill刺|トー吉雨
勝氏の批判に応えて」と改越し，ｌＴｉｌ｣Ⅲ新'1''''１大衆の時代」にili録。
公文俊平「絲済論聰から」（『'1本紙済新lh1｣，1982年'1112811）
秀ilV泰「経済論壇から」（｢'二1本経済新'111｣，1983イドｌ)13011,1983年３
）１２７１]） 
\+Ｗ茂述「変11ﾘ川1場Ｉｌｉｌｌの評Ｉｌｌｌｉ－村｣2．吉薗論争を'''心に」（｢維済評論」
l983fli7I]） 
村上泰亮・ＴＩ洞|Ⅲilli)'1俊作「新しい'１界継済システムを探る」（｢エコ
ノミスト」1983ｲIill)]2911）
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●比較経済研究所研究シリーズ／既刊
□｜/1Ｗ水附((i・絵川｢秀紀綱
曰本電子産業の海外進出
わがllil地ｒ産業の''1:VIL各地におけるiiim1と絲峨をあまねくillil盃し，１Ｍ｛・産業
iillj1｢'iにわたるHil状をｸ>折する．アジアi洲lilの追い」2げと米|攻の保護ｊｉｇ剛【化の
狭'''１における今後の股|)｜1を]4ilIllし，いわゆる’'水(1<｣経街のｲi効性にｉＭ(ぶ．
□識jmL誠Ｍｎ,Ｉ
金融のグローバリゼーション１
国際金融ネットワークの形成
1,,:州,<｣なjilwj文１，iｲﾎﾟ|,Ｉの隈１%１と，術｣,１－コンピューターをﾎﾟi'iぶlIill際(|<)金MI1決済シ
ステムの形成とによ')，」Ｍ(｜､いつどこか'P〕て､Mir剛!｣I)<リ|が'１｢能になる条|ﾉﾄが
作川しつつある．あわせて，特に先進国の金剛１１Ⅱ場の変貌jＭＩＬを展望する．
□瓢j,,L誠艮・林111[ⅢTiMWii
金融のグローバリゼーションIｌ
国際金融センター曰本
ロンドン，ニューヨークと並び，llil際金剛|ネットワークの三,ＩｉＩ<構造の一/(1を,'ｉ
めるに１１つた!'〔ﾙ(、その'五|際化の栄|ﾉﾄとは|ⅡIか，どのような'''１題にｉＩ１Ｉ:|｢'iしてい
るか．節一線の金ｉＭｌＩｉ１ｌ:究者とﾘﾐ勝〈IIili11家が，｣とl1IiIｲiのillMdi1111llを多/(Iil<｣に分析．
山）'１ヒノ,ＭＩｉ・杉illii児己細
経済のマネージァビリティ
新自由主義からの批判に耐えうるか－
<絲済のマネージァビリティ〉の,U､恕はどこまで批判にⅢえうるか，またその
Ilbllllの｣に'1性とイイ効性はどうか、ケインズを'lilllに，ハイエク，フリードマン，
ブキャナンらの論ﾉ､１Kを比較検iilしつつ，Tlijルシステム梼1111のｌ１ｌｌｌ廻を追究する．
□1111ﾆﾉ,Ｍｌｉ・ｊＷｌｌｌがり)編
新保守主義の経済社会政策
レーガン，サッチャー，中曽根三政権の比較研究-----
1970f１２代＊-80ｲﾄﾞ代初蚊に高成及終馬後の絲済/dZ機をl11111すべ〈益場した三権
の，マネタリズム・サプライサイド絲済学弊に依拠した絲済ｲ|:会政莱のﾌﾐ態，
その実験の意'1/|〈と|杉糾1を多ﾌﾟｲ1(|<)に分析，Ijil化TIS不二iﾐ義論にllIlliii(な論点を提起．
レロロロ囮定価各3090円（ii'iY'j税込）
